
今
年
も
ま
も

な
く
８
月
６
日

広
島
平
和
記
念

日
、
８
月
９
日

長
崎
原
爆
の
日

が
や
っ
て
く

る
。
広
島
で
は
原
子
爆
弾
投
下

時
の
在
広
島
市
35
万
人
の
う

ち
、
放
射
線
に
よ
る
急
性
障
害

が
落
ち
着
い
た
１
９
４
５
年
12

月
末
ま
で
に
約
14
万
人
が
亡
く

な
り
、
長
崎
で
は
27
〜
28
万
人

が
被
爆
（
被
曝
）
し
て
約
７
万

４
千
人
が
亡
く
な
っ
た
▼
ご
存

知
の
よ
う
に「
被
爆
」は
爆
撃
を

受
け
る
こ
と
、「
被
曝
」は
放
射

線
に
曝
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

原
子
爆
弾
は「
被
爆
」し
て
生
き

残
っ
た
後
も「
被
曝
」に
よ
る
放

射
線
障
害
で
被
ば
く
者
を
長
く

苦
し
め
る
点
が
極
め
て
非
人
道

的
で
あ
る
。
当
時
は
放
射
線
障

害
の
詳
細
が
分
か
っ
て
お
ら

ず
、
原
子
爆
弾
は
そ
の
圧
倒
的

な
破
壊
力
を
利
用
す
る
こ
と
が

目
的
で
あ
っ
た
▼
今
、
私
た
ち

が
放
射
線
を
安
全
に
利
用
で
き

る
の
は
、
国
際
放
射
線
防
護
委

員
会
の
勧
告
に
依
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
広
島
・
長
崎
で
「
被

曝
」
し
た
方
々
の
放
射
線
障
害

疫
学
的
デ
ー
タ
が
反
映
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
歯
科
臨
床
は
放

射
線（
Ｘ
線
画
像
）な
く
し
て
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
た
ち

医
療
従
事
者
は
、
広
島
・
長
崎

の「
被
爆
・
被
曝
」を
決
し
て
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。合
掌
。（
Ａ
）

協
会
は
、
５
月
15
日
か
ら
31

日
に
か
け
、
会
員
を
対
象
と
し

た
「
医
療
資
材
の
在
庫
・
供
給

状
況
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
た
。
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

会
員
５
千
215
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
送
り
、
300
医
療
機
関
（
回
答

率
５
・
８
％
）
か
ら
回
答
を
得

た
。
そ
の
結
果
、
94
・
０
％
が

医
療
資
材
の
入
手
困
難
を
経
験

し
、
34
・
０
％
が
既
に
診
療
へ

の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
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図　入手困難となっている医療資材内訳 (複数回答 )
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※回答医療機関数に占める当該資材を選択した医療機関の割合（％）を表記

N＝300 件

医療資材不足アンケート

明
ら
か
と
な
っ
た
。

特
に
不
足
が
深
刻
な
資
材

は
、グ
ロ
ー
ブ
（
80
・
０
％
）、

エ
プ
ロ
ン
（
58
・
７
％
）、
滅

菌
バ
ッ
グ
（
51
・
３
％
）
な

ど
、
全
て
日
常
診
療
や
感
染
対

策
に
欠
か
せ
な
い
も
の
ば
か
り

で
あ
る
。
回
答
者
か
ら
は
、

「
予
約
枠
を
縮
小
し
て
い

る
」「
治
療
延
期
も
行
っ
て
い

る
」「
代
替
品
で
対
応
し
て
い

る
」
な
ど
、
切
実
な
声
が
寄
せ

ら
れ
た
（
７
面
に
続
く
）。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
の
導
入
義
務
化
を
巡
る
訴

訟
の
控
訴
審
が
６
月
10
日
、
結

審
し
た
。
判
決
は
９
月
16
日
㈬

に
言
い
渡
さ
れ
る
見
通
し
。
東

京
高
等
裁
判
所
で
行
わ
れ
た
第

今
次
の
歯
科
の
診
療
報
酬
改

今
次
の
歯
科
の
診
療
報
酬
改

定
に
お
い
て
は
、
医
療
機
関
の

定
に
お
い
て
は
、
医
療
機
関
の

物
件
費
負
担
の
増
加
を
踏
ま
え

物
件
費
負
担
の
増
加
を
踏
ま
え

た
歯
科
初
・
再
診
料
等
の
引
き

た
歯
科
初
・
再
診
料
等
の
引
き

上
げ
、
歯
科
外
来
物
価
対
応
料

上
げ
、
歯
科
外
来
物
価
対
応
料

や
歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

や
歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

支
援
料
の
新
設
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

支
援
料
の
新
設
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
・
イ
ン
レ
ー
の
大
臼
歯

Ａ
Ｍ
冠
・
イ
ン
レ
ー
の
大
臼
歯

ま
で
の
適
応
拡
大
と
咬
合
支
持

ま
で
の
適
応
拡
大
と
咬
合
支
持

の
有
無
な
ど
の
要
件
廃
止
、
小

の
有
無
な
ど
の
要
件
廃
止
、
小

児
口
腔
機
能
管
理
料
お
よ
び
口

児
口
腔
機
能
管
理
料
お
よ
び
口

腔
機
能
管
理
料
の
算
定
要
件
や

腔
機
能
管
理
料
の
算
定
要
件
や

対
象
患
者
の
拡
大
、
麻
酔
薬
剤

対
象
患
者
の
拡
大
、
麻
酔
薬
剤

料
の
算
定
対
象
の
拡
大
、
歯
科

料
の
算
定
対
象
の
拡
大
、
歯
科

用
合
着
・
接
着
材
料
の
区
分
変

用
合
着
・
接
着
材
料
の
区
分
変

更
な
ど
の
改
善
が
行
わ
れ

更
な
ど
の
改
善
が
行
わ
れ

た
。
し
か
し
、

た
。
し
か
し
、
２
０
２
５

２
０
２
５
年年
1212

月月
2424
日
に
大
臣
折
衝
を
経
て
決

日
に
大
臣
折
衝
を
経
て
決

定
さ
れ
た
、

定
さ
れ
た
、
２
０
２
６

２
０
２
６
年
度
診

年
度
診

療
報
酬
の
本
体
は

療
報
酬
の
本
体
は
３３
・・
0909
％
の
％
の

引
き
上
げ
と
さ
れ
た
も
の

引
き
上
げ
と
さ
れ
た
も
の

の
、
そ
の
多
く
が
賃
上
げ
分
な

の
、
そ
の
多
く
が
賃
上
げ
分
な

ど
使
途
を
限
定
し
た
も
の
に
な

ど
使
途
を
限
定
し
た
も
の
に
な

っ
て
お
り
、
歯
科
医
療
の
充
実

っ
て
お
り
、
歯
科
医
療
の
充
実

に
つ
な
が
る
技
術
料
に
相
当
し

に
つ
な
が
る
技
術
料
に
相
当
し

た
引
き
上
げ
部
分
は

た
引
き
上
げ
部
分
は
００
・・
3131
％％

に
過
ぎ
な
い
。
物
価
高
の
中
、

に
過
ぎ
な
い
。
物
価
高
の
中
、

こ
れ
で
は
歯
科
医
療
提
供
体
制

こ
れ
で
は
歯
科
医
療
提
供
体
制

の
充
実
は
進
ま
な
い
。

の
充
実
は
進
ま
な
い
。

さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
、
緊
迫
す
る
中
東
情
勢

よ
う
に
、
緊
迫
す
る
中
東
情
勢

を
受
け
た
原
油
価
格
の
高
騰

を
受
け
た
原
油
価
格
の
高
騰

が
、
歯
科
医
療
現
場
に
深
刻
な

が
、
歯
科
医
療
現
場
に
深
刻
な

打
撃
を
与
え
て
い
る
。
日
常
診

打
撃
を
与
え
て
い
る
。
日
常
診

療
に
不
可
欠
な
医
療
用
手
袋
や

療
に
不
可
欠
な
医
療
用
手
袋
や

滅
菌
袋
、
医
療
用
エ
プ
ロ
ン
な

滅
菌
袋
、
医
療
用
エ
プ
ロ
ン
な

ど
の
資
材
不
足
が
顕
著
と
な
っ

ど
の
資
材
不
足
が
顕
著
と
な
っ

て
お
り
、
国
の
備
蓄
放
出
が
行

て
お
り
、
国
の
備
蓄
放
出
が
行

わ
れ
る
も
、
現
場
が
求
め
る
サ

わ
れ
る
も
、
現
場
が
求
め
る
サ

イ
ズ
等
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
満

イ
ズ
等
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
満

た
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
医
療

た
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
医
療

資
材
の
枯
渇
は
診
療
制
限
に
直

資
材
の
枯
渇
は
診
療
制
限
に
直

結
し
、
患
者
の
口
腔
の
健
康
を

結
し
、
患
者
の
口
腔
の
健
康
を

根
本
か
ら
脅
か
す
も
の
で
あ
る
。

根
本
か
ら
脅
か
す
も
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
本
国
会
で
成
立
し

加
え
て
、
本
国
会
で
成
立
し

た
「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

た
「
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
も
看
過
で

改
正
す
る
法
律
案
」
も
看
過
で

き
な
い
。
薬
剤
費
に
留
ま
ら

き
な
い
。
薬
剤
費
に
留
ま
ら

ず
、
検
査
や
処
置
等
の
診
療
行

ず
、
検
査
や
処
置
等
の
診
療
行

為
に
も
拡
大
可
能
な
「
一
部
保

為
に
も
拡
大
可
能
な
「
一
部
保

険
外
療
養
」
の
創
設
は
、
患
者

険
外
療
養
」
の
創
設
は
、
患
者

の
自
己
負
担
を
加
速
度
的
に
増

の
自
己
負
担
を
加
速
度
的
に
増

加
さ
せ
、
受
診
抑
制
に
よ
る
疾

加
さ
せ
、
受
診
抑
制
に
よ
る
疾

病
の
重
症
化
を
招
く
。
特
に
歯

病
の
重
症
化
を
招
く
。
特
に
歯

科
に
お
い
て
は
、
重
症
化
に
よ

科
に
お
い
て
は
、
重
症
化
に
よ

る
抜
歯
や
そ
れ
に
伴
う
補
綴
処

る
抜
歯
や
そ
れ
に
伴
う
補
綴
処

置
の
増
加
を
引
き
起
こ
し
、
結

置
の
増
加
を
引
き
起
こ
し
、
結

果
と
し
て
歯
科
医
療
費
の
膨
張

果
と
し
て
歯
科
医
療
費
の
膨
張

を
招
く
と
い
う
悪
循
環
を
生
む

を
招
く
と
い
う
悪
循
環
を
生
む

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

ま
た
、
協
会
は
安
心
安
全
な
歯

ま
た
、
協
会
は
安
心
安
全
な
歯

科
医
療
の
提
供
を
脅
か
す
動
き
に

科
医
療
の
提
供
を
脅
か
す
動
き
に

強
く
反
対
し
、
原
爆
投
下

強
く
反
対
し
、
原
爆
投
下
8080
年
の
年
の

節
目
を
超
え
て
な
お
戦
争
が
続
く

節
目
を
超
え
て
な
お
戦
争
が
続
く

世
界
情
勢
に
断
固
抗
議
す
る
。

世
界
情
勢
に
断
固
抗
議
す
る
。

私
た
ち
は
、
国
民
の
生
活
、

私
た
ち
は
、
国
民
の
生
活
、

歯
科
医
療
の
充
実
、
お
よ
び
そ

歯
科
医
療
の
充
実
、
お
よ
び
そ

の
前
提
で
あ
る
平
和
な
社
会
を

の
前
提
で
あ
る
平
和
な
社
会
を

脅
か
す
動
き
を
断
じ
て
許
さ

脅
か
す
動
き
を
断
じ
て
許
さ

ず
、
社
会
保
障
の
充
実
を
通
じ

ず
、
社
会
保
障
の
充
実
を
通
じ

て
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

て
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
以
下

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
以
下

の
要
求
を
表
明
す
る
。

の
要
求
を
表
明
す
る
。

記記

一
．
国
は
、
現
行
の
社
会
保
障

一
．
国
は
、
現
行
の
社
会
保
障

制
度
を
後
退
さ
せ
ず
、
世
界
の

制
度
を
後
退
さ
せ
ず
、
世
界
の

国
々
が
模
範
と
す
る
日
本
の
社

国
々
が
模
範
と
す
る
日
本
の
社

会
保
障
制
度
を
さ
ら
に
充
実
さ

会
保
障
制
度
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
こ
と
。

せ
る
こ
と
。

一
．
国
は
、
歯
科
医
療
の
充
実

一
．
国
は
、
歯
科
医
療
の
充
実

や
医
療
従
事
者
の
処
遇
改
善
が

や
医
療
従
事
者
の
処
遇
改
善
が

進
む
よ
う
、
診
療
報
酬
を
大
幅

進
む
よ
う
、
診
療
報
酬
を
大
幅

に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

一
．
国
は
、
医
療
用
手
袋
や
滅

一
．
国
は
、
医
療
用
手
袋
や
滅

菌
袋
、
医
療
用
エ
プ
ロ
ン
な
ど

菌
袋
、
医
療
用
エ
プ
ロ
ン
な
ど

重
要
な
医
療
資
材
の
安
定
供
給

重
要
な
医
療
資
材
の
安
定
供
給

に
資
す
る
実
効
性
あ
る
対
応
を

に
資
す
る
実
効
性
あ
る
対
応
を

行
う
と
と
も
に
、
物
価
高
騰
に

行
う
と
と
も
に
、
物
価
高
騰
に

対
応
し
た
緊
急
の
財
政
措
置
を

対
応
し
た
緊
急
の
財
政
措
置
を

図
る
こ
と
。

図
る
こ
と
。

一
．
国
は
、
患
者
の
自
己
負
担

一
．
国
は
、
患
者
の
自
己
負
担

増
と
受
診
抑
制
を
招
き
、
歯
科

増
と
受
診
抑
制
を
招
き
、
歯
科

医
療
を
崩
壊
さ
せ
る
「
一
部
保

医
療
を
崩
壊
さ
せ
る
「
一
部
保

険
外
療
養
」
の
創
設
を
見
直
す

険
外
療
養
」
の
創
設
を
見
直
す

こ
と
。

こ
と
。

一
．
国
は
、
健
康
保
険
証
の
発

一
．
国
は
、
健
康
保
険
証
の
発

行
停
止
を
撤
回
す
る
こ
と
。
少

行
停
止
を
撤
回
す
る
こ
と
。
少

な
く
と
も
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有

な
く
と
も
マ
イ
ナ
保
険
証
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
資
格
確
認
書

無
に
か
か
わ
ら
ず
資
格
確
認
書

を
一
斉
発
行
す
る
よ
う
、
各
自

を
一
斉
発
行
す
る
よ
う
、
各
自

治
体
に
要
求
す
る
こ
と
。

治
体
に
要
求
す
る
こ
と
。

一
．
私
た
ち
歯
科
医
師
は
、
平

一
．
私
た
ち
歯
科
医
師
は
、
平

和
を
妨
げ
る
す
べ
て
の
動
き
に

和
を
妨
げ
る
す
べ
て
の
動
き
に

反
対
す
る
。

反
対
す
る
。

  

２
０
２
６

２
０
２
６
年年
６６
月月
1414
日日

 

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

 

第第
5454
回
定
期
総
会

回
定
期
総
会

第
54
回
定
期
総
会
決
議

３
回
口
頭
弁
論
に
は
、
原
告
18

名
が
集
ま
り
、
66
名
が
傍
聴
席

か
ら
見
守
っ
た
。
原
告
側
か
ら

提
出
さ
れ
た
書
類
を
確
認
し
た

上
で
、
三
木
素
子
裁
判
長
は
控

訴
審
の
結
審
を
告
げ
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
記
者
・

原
告
説
明
会
に
は
、
本
訴
訟
の

中
で
陳
述
書
を
提
出
し
た
原
告

の
石
毛
清
雄
氏
（
千
葉
市
／
天

台
歯
科
医
院
）
が
出
席
。
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
が
義
務
化
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
２
０
２
７

年
１
月
を
目
途
に
閉
院
す
る
予

定
で
、「
患
者
が
減
少
す
る
中

で
、（
電
子
カ
ル
テ
な
ど
を
含

む
）
オ
ン
ラ
イ
ン
関
連
の
事
業

で
医
療
機
関
が
今
後
ど
の
よ
う

な
影
響
を
受
け
る
か
分
か
ら
な

い
。
こ
こ
で
や
め
る
の
が
一
番

良
い
と
考
え
た
」
と
苦
し
い
胸

の
内
を
明
か
し
た
。

◆
最
高
裁
も
視
野
に

原
告
弁
護
団
は
、
控
訴
審
の

結
果
に
関
わ
ら
ず
最
高
裁
ま
で

進
む
可
能
性
が
高
い
と
指

摘
。
既
に
多
く
の
医
療
機
関
で

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
が
導
入
さ
れ
て
い
る
現
状
に

触
れ
、
喜
田
村
洋
一
弁
護
士
は

「
私
た
ち
が
確
認
し
た
い
の

は
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を
設
置

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
義
務
が

な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
」
と
、

現
場
の
実
態
と
訴
訟
の
位
置
付

け
は
異
な
る
こ
と
を
指
摘

し
、「
少
な
く
と
も
理
論
、
あ

る
い
は
法
律
全
体
の
整
合
性
は

取
れ
て
い
る
。
国
の
主
張
は
我

々
の
主
張
に
向
き
合
っ
て
い
な

い
」
と
原
告
優
勢
で
あ
る
と
の

見
方
を
示
し
た
。

控
訴
審
が
結
審
オ
ン
資
義
務
化
撤
回
訴
訟

「理
論
の
整
合
性
取
れ
て
い
る
」弁
護
団
が
見
解　

９９月月1616日判決日判決

退任の挨拶をする川本弘理事

定期総会に参加した会員と定期総会に参加した会員と
挨拶した早坂美都会長挨拶した早坂美都会長

記者らに説明する原告団記者らに説明する原告団

退任の挨拶をする川本弘理事退任の挨拶をする川本弘理事

第
54
回
定
期
総
会

賛
成
多
数
で
６
議
案
承
認

資材不足と価格高騰

歯科診療を直撃直撃

協
会
は

協
会
は
６６
月月
1414
日
、
千
代
田

日
、
千
代
田

区
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で

区
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で
２２

０
２
６

０
２
６
年
度
第

年
度
第
5454
回
定
期
総
会

回
定
期
総
会

を
開
催
し
た
。
第

を
開
催
し
た
。
第
１１
部
の
総
会

部
の
総
会

にに
5353
人
、
続
く
第

人
、
続
く
第
２２
部
の
シ
ン

部
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
は

ポ
ジ
ウ
ム
に
は
7272
人
、
そ
の
後

人
、
そ
の
後

の
懇
親
会
に
は

の
懇
親
会
に
は
8282
人
が
参
加
し

人
が
参
加
し

た
。
た
。定

期
総
会
の
開
催
に
あ
た

定
期
総
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
早
坂
美
都
会
長
は
、「
近

り
、
早
坂
美
都
会
長
は
、「
近

年
の
物
価
高
騰
や
人
手
不
足
が

年
の
物
価
高
騰
や
人
手
不
足
が

医
院
経
営
に
影
を
落
と
し
、
国

医
院
経
営
に
影
を
落
と
し
、
国

民
の
口
腔
内
の
健
康
を
守
る
こ

民
の
口
腔
内
の
健
康
を
守
る
こ

と
が
厳
し
い
中
で
、
国
会
議
員

と
が
厳
し
い
中
で
、
国
会
議
員

要
請
や
国
会
内
集
会
な
ど
を
実

要
請
や
国
会
内
集
会
な
ど
を
実

施
し
、
現
場
の
声
を
伝
え
て
き

施
し
、
現
場
の
声
を
伝
え
て
き

た
。
会
員
を
支
え
、
都
民
、
そ

た
。
会
員
を
支
え
、
都
民
、
そ

し
て
国
民
が
よ
り
安
心
し
て
歯

し
て
国
民
が
よ
り
安
心
し
て
歯

科
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
尽

科
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
尽

力
し
て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

力
し
て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
関
係
団
体
や
議
員
か

続
い
て
関
係
団
体
や
議
員
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
祝
電
と
メ
ッ
セ

ら
寄
せ
ら
れ
た
祝
電
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
議
長

ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
後
、
議
長

に
橋
村
威
慶
氏
（
文
京
区
）、
副

に
橋
村
威
慶
氏
（
文
京
区
）、
副

議
長
に
島
倉
洋
造
氏
（
千
代
田

議
長
に
島
倉
洋
造
氏
（
千
代
田

区
）
が
選
出
さ
れ
た
。
議
事
で

区
）
が
選
出
さ
れ
た
。
議
事
で

は
①
は
①
２
０
２
５

２
０
２
５
年
度
の
活
動
報

年
度
の
活
動
報

告
、
②

告
、
②
２
０
２
５

２
０
２
５
年
度
決
算
報

年
度
決
算
報

告
、
③

告
、
③
２
０
２
６

２
０
２
６
年
度
の
活
動

年
度
の
活
動

計
画
案
、
④

計
画
案
、
④
２
０
２
６

２
０
２
６
年
度
予

年
度
予

算
案
、
⑤
選
挙
管
理
委
員
、
⑥

算
案
、
⑤
選
挙
管
理
委
員
、
⑥

決
議
―
の

決
議
―
の
６６
議
案
の
全
て
が
賛

議
案
の
全
て
が
賛

成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

質
疑
応
答
の
中
で
は
、

質
疑
応
答
の
中
で
は
、
４４
名名

の
会
員
か
ら
「
診
療
報
酬
改
定

の
会
員
か
ら
「
診
療
報
酬
改
定

に
お
い
て
協
会
が
厚
労
省
に
要

に
お
い
て
協
会
が
厚
労
省
に
要

請
し
た
内
容
を
教
え
て
ほ
し

請
し
た
内
容
を
教
え
て
ほ
し

い
」「
各
社
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
無

い
」「
各
社
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
無

料
セ
ミ
ナ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
の
営

料
セ
ミ
ナ
ー
や
サ
ー
ビ
ス
の
営

業
を
受
け
る
中
で
、
協
会
は
ど

業
を
受
け
る
中
で
、
協
会
は
ど

の
よ
う
に
組
織
拡
大
に
取
り
組

の
よ
う
に
組
織
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
」「
集
団
的
個
別

ん
で
い
く
の
か
」「
集
団
的
個
別

指
導
や
高
点
数
に
よ
る
個
別
指

指
導
や
高
点
数
に
よ
る
個
別
指

導
を
不
安
に
思
う
会
員
が
多

導
を
不
安
に
思
う
会
員
が
多

い
。
そ
の
よ
う
な
会
員
の
不
安

い
。
そ
の
よ
う
な
会
員
の
不
安

を
払
拭
す
る
た
め
に
、
広
報
を

を
払
拭
す
る
た
め
に
、
広
報
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
」「
集
団
的
個
別
指
導
の
基
準

か
」「
集
団
的
個
別
指
導
の
基
準

と
な
る
平
均
点
数
の
算
出
に
問

と
な
る
平
均
点
数
の
算
出
に
問

題
が
あ
り
、
改
善
す
る
よ
う
要

題
が
あ
り
、
改
善
す
る
よ
う
要

望
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
質
問

望
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
質
問

や
意
見
が
出
さ
れ
、早
坂
会
長
、

や
意
見
が
出
さ
れ
、早
坂
会
長
、

加
藤
開
副
会
長
が
回
答
し
た
。

加
藤
開
副
会
長
が
回
答
し
た
。

◆
故
・
川
戸
理
事
に
感
謝
状
、

◆
故
・
川
戸
理
事
に
感
謝
状
、

 

川
本
理
事
が
退
任

川
本
理
事
が
退
任

３３
月
に
逝
去
し
た
川
戸
二
三

月
に
逝
去
し
た
川
戸
二
三

江
理
事
（
渋
谷
区
）
の
生
前
の

江
理
事
（
渋
谷
区
）
の
生
前
の

活
動
や
功
績
に
感
謝
の
意
を
表

活
動
や
功
績
に
感
謝
の
意
を
表

し
、
早
坂
会
長
が
感
謝
状
を
読

し
、
早
坂
会
長
が
感
謝
状
を
読

み
上
げ
た
。
さ
ら
に
、

み
上
げ
た
。
さ
ら
に
、
1919
年年
２２

月
か
ら
理
事
を
務
め
た
川
本
弘

月
か
ら
理
事
を
務
め
た
川
本
弘

氏
（
足
立
区
）
が
本
総
会
を
も

氏
（
足
立
区
）
が
本
総
会
を
も

っ
て
退
任
す
る
こ
と
と
な
り

っ
て
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
、、

感
謝
状
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た

感
謝
状
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た

（（
関
連
記
事
＝

関
連
記
事
＝
２２
・・
８８
面面
）。）。

（１） 第６７６号 ２０２６年（令和８年）７月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （昭和55年８月５日第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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費 に 含 ま れ て い ま す）



第第5454回定期総会祝電・メッセージ等一覧 回定期総会祝電・メッセージ等一覧 
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 （順不同、敬称略）（順不同、敬称略）

◆衆議院議員
自由民主党 安藤たかお

◆参議院議員
立憲民主党 塩村あやか、牧山ひろえ
日本共産党 吉良よし子、山添拓

◆東京都議会議員

都民ファーストの会東京都議団
後藤なみ、こまざき美紀、さいとう和樹、高野たかひろ、
福島りえこ、保坂まさひろ、山口せいや、山田あさみ、
山田ひろし、龍円あいり

東京都議会自由民主党 小松大祐、増山あすか、吉住はるお
東京都議会立憲民主党・ミライ会議・
生活者ネットワーク・無所属の会 岩永やす代、中村ひろし、西崎つばさ、東友美

都議会公明党 かまた悦子、たかく則男、高田清久、谷公代
日本共産党東京都議会議員団 藤田りょうこ

◆区議会議員（新宿区のみ）
自由・参政クラブ 石川孝一
立憲民主党・無所属クラブ 志田雄一郎、小野裕次郎、山口かおる

◆団体・企業等
東京社会保障推進協議会、東京民主医療機関連合会、「保険で良い歯科医療を」全国連絡会、
東京母親大会連絡会、全国Ｂ型肝炎訴訟原告団、中日新聞東京本社（東京新聞）、太陽生命
保険株式会社、富国生命保険相互会社、三井住友海上火災保険株式会社、明治安田生命保険
相互会社、東京合同法律事務所、野本法律事務所、税理士法人税制経営研究所、bloom総合
事務所

◆保険医協会・医会等
全国保険医団体連合会、一般社団法人北海道保険医会、岩手県保険医協会、宮城県保険医協
会、秋田県保険医協会、山形県保険医協会、福島県保険医協会、一般社団法人茨城県保険医
協会、栃木県保険医協会、群馬県保険医協会、埼玉県保険医協会、一般社団法人千葉県保険
医協会、神奈川県保険医協会、福井県保険医協会、岐阜県保険医協会、静岡県保険医協会、
愛知県保険医協会、三重県保険医協会、滋賀県保険医協会、京都府保険医協会、京都府歯科
保険医協会、大阪府保険医協会、大阪府歯科保険医協会、兵庫県保険医協会、奈良県保険医
協会、和歌山県保険医協会、鳥取県保険医協会、島根県保険医協会、広島県保険医協会、
山口県保険医協会、香川県保険医協会、高知保険医協会、福岡県保険医協会、佐賀県保険医
協会、長崎県保険医協会、一般社団法人熊本県保険医協会、大分県保険医協会、宮崎県保険
医協会、鹿児島県保険医協会、沖縄県保険医協会

CD-ROMなどでのCD-ROMなどでの

レセプト請求レセプト請求

厚
生
労
働
省
は
６
月
10
日
、

２
０
２
６
年
10
月
以
降
も
Ｃ
Ｄ

―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
を
用
い
た
診
療
報

酬
の
請
求
を
継
続
す
る
場
合
に

は
、
届
出
書
お
よ
び
移
行
計
画

書
を
８
月
31
日
ま
で
に
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
で
提
出
す
る
か
、
書

面
で
様
式
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
る
、
と
保
険
局
長
名
で
通
知

し
た
。

書
面
で
提
出
す
る
場
合
は
、

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金

（
支
払
基
金
）
と
東
京
都
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
（
国
保

連
合
会
）
に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
注
意
し
て

ほ
し
い
。

な
お
、
厚
労
省
は
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
上
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
フ
ォ
ー
ム

で
の
提
出
を
原
則
と
し
て
い

る
。
25
年
は
、
７
月
に
支
払
基

金
や
国
保
連
合
会
か
ら
医
療
機

関
に
案
内
が
届
い
て
い
た
こ
と

か
ら
、
現
在
も
光
デ
ィ
ス
ク
で

レ
セ
プ
ト
請
求
を
行
っ
て
い
る

場
合
は
、
今
後
の
通
知
を
十
分

注
視
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

◆
詳
細
は
８
月
号
で
紹
介

提
出
先
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、本
紙
８
月
号
に
掲
載
予
定
。

移行計画書は８月末までに

◆
「
誤
っ
た
」
解
釈
広
が
る

厚
生
労
働
省
は
３
月
27
日
付

で
、「『
予
約
に
基
づ
く
診
察
の

患
者
都
合
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル

料
』
を
保
険
診
療
と
は
別
に
徴

収
で
き
る
」
と
通
知
し
た
た

め
、
歯
科
診
療
な
ど
一
般
的
な

予
約
に
お
い
て
も
、
キ
ャ
ン
セ

ル
料
を
徴
収
で
き
る
と
の
解
釈

が
広
が
っ
た
。

し
か
し
、
厚
労
省
は
５
月
29

日
付
で
訂
正
通
知
を
出
し
、
こ

れ
は
「
選
定
療
養
費
に
お
け
る

予
約
に
基
づ
く
診
察
」
の
み
に

限
定
さ
れ
る
こ
と
を
訂
正
・
通

知
し
た
。
通
常
の
歯
科
診
療
の

予
約
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ン
セ

ル
料
を
徴
収
で
き
な
い
こ
と
を

明
示
し
、
注
意
を
求
め
た
。

◆
求
め
ら
れ
る
正
確
か
つ

　

慎
重
な
情
報
発
信

当
初
公
表
さ
れ
た
通
知
の
文

言
が
誤
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
り

誤
解
を
与
え
、
医
療
機
関
な
ど

に
混
乱
を
き
た
し
た
今
回
の
問

題
。
正
確
か
つ
慎
重
な
情
報
発

信
を
行
う
と
と
も
に
、
訂
正
は

速
や
か
に
行
う
よ
う
再
発
防
止

策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
。

◆衆議院議員
参政党 吉川里奈

◆東京都議会議員
都民ファーストの会東京都議団 おぎの稔
東京都議会自由民主党 山崎一輝
東京都議会立憲民主党・ミライ会議・生活者ネット
ワーク・無所属の会 三雲崇正

日本共産党東京都議会議員団 米倉春奈
日本共産党東京都議会議員団 原のり子
国民民主党東京都議団 坂本まさし
国民民主党東京都議団 福井ゆうた
国民民主党東京都議団 おくもとゆり

◆区議会議員（新宿区のみ）
日本共産党新宿区議会議員団 沢田あゆみ

◆団体等
公益社団法人日本補綴歯科学会　理事長 大久保力廣
全国Ｂ型肝炎訴訟原告団　代表 田中義信
全国保険医団体連合会　副会長 天谷静雄
東京保険医協会　会長 岡本正史

第第5454回定期総会回定期総会懇親会参加来賓一覧懇親会参加来賓一覧
  　　　　　　　　　　　　　　　 （順不同、敬称略）  　　　　　　　　　　　　　　　 （順不同、敬称略）

「
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
徴
収
は

「
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
徴
収
は

『
選
定
療
養
』
の
み
」
に

『
選
定
療
養
』
の
み
」
に

!!!!

�

厚
労
省
が
訂
正
を
通
知

【
歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

支
援
料
①
】

別
装
置
で
あ
れ
ば
、
同
一

装
置
は
１
回
の
み
の
算
定
と
な

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
装
着
料
算
定

時
に
歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
支
援
料
を
算
定
で
き
る
。

（
問
）
歯
科
技
工
所
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
支
援
料
に
つ
い

て
は
、
１
装
置
に
つ
き
、

装
着
の
算
定
時
に
算
定
す

る
取
り
扱
い
で
あ
る
が
、

以
下
の
装
置
に
お
け
る
取

り
扱
い
は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

①
磁
性
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

を
支
台
装
置
と
す
る
有
床

義
歯
を
装
着
す
る
際
に
、

キ
ー
パ
ー
付
き
根
面
板
と

有
床
義
歯
に
対
し
て
そ
れ

ぞ
れ
装
着
料
を
算
定
し
た

場
合

②
帯
環
を
含
む
固
定
式
矯

正
装
置
を
装
着
す
る
際

に
、
そ
れ
ぞ
れ
装
着
料
を

算
定
す
る
場
合

（
答
）
①
キ
ー
パ
ー
付
き

根
面
板
と
有
床
義
歯
（
磁

石
構
造
体
を
含
む
）
は
別

装
置
で
あ
る
た
め
、
有
床

義
歯
と
キ
ー
パ
ー
付
き
根

面
板
の
装
着
料
の
算
定
時

に
、
歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
支
援
料
は
そ
れ
ぞ

れ
算
定
で
き
る
。

②
帯
環
と
固
定
式
矯
正
装

置
は
同
一
装
置
で
あ
る
た

め
、
歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
支
援
料
は
１
回
算

定
す
る
。

【
歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

支
援
料
②
】

鉤
の
製
作
や
組
込
等
に

伴
い
有
床
義
歯
修
理
を
算
定

料
１
に
よ
り
、
他
の
保
険

医
療
機
関
に
対
し
て
情
報

提
供
を
求
め
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
他
の
保
険
医
療
機

関
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ

り
重
症
化
予
防
連
携
強
化

加
算
を
算
定
す
る
場
合

②
他
の
保
険
医
療
機
関
に
対

し
て
情
報
提
供
を
行
う
際

に
、
診
療
情
報
等
連
携
共
有

料
２
を
算
定
す
る
場
合

（
答
）
い
ず
れ
も
算
定
要

件
を
満
た
す
場
合
は
算
定

し
て
差
し
支
え
な
い
。

【
新
製
有
床
義
歯
管
理
料
】

５
月
末
ま
で
に
義
管
を
算

定
し
て
い
る
患
者
に
つ
い

て
、
６
カ
月
を
経
過
し
て
い
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
新
た
に

別
の
新
製
有
床
義
歯
に
関
す
る

説
明
な
ど
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
再
度
算
定
で
き
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
。

（
問
）
２
０
２
６
年
度
診

療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、

新
製
有
床
義
歯
管
理
料
の

取
扱
い
が
見
直
さ
れ
た

が
、
２
０
２
６
年
５
月
末

ま
で
に
新
製
有
床
義
歯
管

理
料
を
算
定
し
、
６
月
を

超
え
な
い
期
間
で
新
た
に

別
の
新
製
有
床
義
歯
に
関

す
る
取
扱
い
の
説
明
等
を

行
っ
た
場
合
の
取
扱
い
如

何
。

（
答
）
新
製
有
床
義
歯
管

理
料
を
再
度
算
定
し
て
差

し
支
え
な
い
。

２
０
２
６

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
情
報

年
度
診
療
報
酬
改
定
情
報

　
厚
生
労
働
省
は
6
月
26
日
ま
で
に
、
２
０
２
６
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
関
す
る
疑
義
解
釈（
そ
の
５
～
そ
の
９
）を
通
知
し
た
。

　
今
回
は
、
歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
支
援
料
の
算
定
、
歯

周
病
継
続
支
援
治
療
の
開
始
時
期
、
新
製
有
床
義
歯
管
理
料
の

取
り
扱
い
、
人
工
歯
の
材
料
価
格
の
算
定
方
法
な
ど
に
つ
い
て

考
え
方
が
示
さ
れ
た
。
協
会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
相
談
の
中
で

も
問
い
合
わ
せ
の
多
い
内
容
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

疑
義
解
釈

（
そ
の
５
～
そ
の
９
）
を
通
知

歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
支
援
料
の
算
定
、

歯
周
病
継
続
支
援
治
療
等
の
開
始
時
期
を
明
確
化

【
歯
周
病
継
続
支
援
治
療
①
】

５
月
末
ま
で
に
Ｓ
Ｐ
Ｔ
ま

た
は
Ｐ
重
防
を
算
定
し
て
い
た

場
合
、
口
管
強
の
届
出
を
行
っ

て
い
る
医
療
機
関
で
は
、
６
月

か
ら
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
算
定
が
で
き

る
。
口
管
強
の
届
出
が
な
い
医

療
機
関
は
、
前
回
算
定
月
の
翌

月
初
日
か
ら
２
カ
月
を
経
過
し

た
日
以
降
に
算
定
す
る
。

（
問
）
２
０
２
６
年
度
診

療
報
酬
改
定
に
お
い
て
、

歯
周
病
安
定
期
治
療
及
び

歯
周
病
重
症
化
予
防
治
療

が
歯
周
病
継
続
支
援
治
療

に
統
合
さ
れ
た
が
、
２
０

２
６
年
５
月
末
ま
で
に
歯

周
病
安
定
期
治
療
又
は
歯

周
病
重
症
化
予
防
治
療
を

算
定
し
、
同
年
６
月
以
降

に
歯
周
病
継
続
支
援
治
療

を
開
始
す
る
場
合
の
取
扱

い
如
何
。

（
答
）
小
児
口
腔
機
能
管

理
料
の
注
５
に
規
定
す
る

口
腔
管
理
体
制
強
化
加
算

に
係
る
施
設
基
準
の
届
出

を
行
っ
て
い
る
保
険
医
療

機
関
に
お
い
て
は
、
歯
周

病
継
続
支
援
治
療
を
６
月

に
算
定
し
て
差
し
支
え
な

い
。
な
お
、
当
該
加
算
に

係
る
施
設
基
準
の
届
出
を

行
っ
て
い
な
い
保
険
医
療

機
関
に
お
い
て
は
、
歯
周

病
安
定
期
治
療
又
は
歯
周

病
重
症
化
予
防
治
療
の
前

回
実
施
月
の
翌
月
の
初
日

か
ら
起
算
し
て
２
月
を
経

過
し
た
日
以
降
に
算
定
す

る
。

【
歯
周
病
継
続
支
援
治
療
②
】

重
症
化
予
防
連
携
強
化
加

算
に
つ
い
て
、
他
保
険
医
療
機

関
へ
情
報
提
供
を
求
め
る
場
合

の
「
診
療
情
報
等
連
携
共
有
料

１
」、
お
よ
び
他
保
険
医
療
機

関
へ
情
報
提
供
を
行
う
場
合
の

「
診
療
情
報
等
連
携
共
有
料

２
」
は
、
い
ず
れ
も
算
定
要
件

を
満
た
せ
ば
算
定
可
能
と
さ
れ

た
。（

問
）「
Ｉ
０
１
１
¦
２
」

の
歯
周
病
継
続
支
援
治
療

の
注
４
に
掲
げ
る
重
症
化

予
防
連
携
強
化
加
算
に
つ

い
て
、
以
下
の
場
合
に
お

い
て
、
診
療
情
報
等
連
携

共
有
料
は
算
定
で
き
る
の

か
。

①
診
療
情
報
等
連
携
共
有

す
る
場
合
は
、
歯
科
技
工
所

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
支
援
料
を
算

定
で
き
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

た
。（

問
）
鉤
の
製
作
等
を
歯

科
技
工
所
に
委
託
す
る
際

に
、
次
の
場
合
は
、
歯
科

技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
支

援
料
は
算
定
で
き
る
の

か
。
①
鉤
の
製
作
に
係
る

技
術
料
及
び
材
料
料
の
み

を
算
定
す
る
場
合
、
②
鉤

の
製
作
や
組
込
等
に
伴
い

有
床
義
歯
修
理
を
併
せ
て

算
定
す
る
場
合

（
答
）①
算
定
で
き
な
い
。

②
義
歯
修
理
の
装
着
料
の

算
定
時
に
、
当
該
支
援
料

を
算
定
し
て
差
し
支
え
な

い
。

（ 2）第６７６号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２６年（令和８年）７月１日 （第三種郵便物認可）
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　協会では、患者提供文書を会員の皆さまに手頃な金額でお届けできるよう販売
開始以来、価格を維持してまいりました。しかしながら、昨今の原材料費や物流
費の高騰などにより仕入れ価格が大幅に値上がりしており、従来の販売価格を維
持することが極めて困難な状況となりました。
　つきましては、２０２６年９月１日受注分より、以下の書籍等の価格を１冊500円
(送料・代引き手数料別)から１冊600円(送料・代引き手数料別)に改定させていた
だきます。ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

　①歯科疾患管理計画書（初回用）

　②歯科疾患管理計画書（継続用）

　③「新製有床義歯管理用」（義管）

　④「お口の中をいつもきれいにしましょう」(実地・口指導)

　⑤「お口の健康を大切にしましょう」（訪衛指）

　⑥「クラウン・ブリッジ維持管理に関する説明書」（補管）

「患者提供文書」価格改定のお知らせ「患者提供文書」価格改定のお知らせ

  

第
２
回
新
点
数
説
明
会

今
次
改
定
の
留
意
点
を
解
説

今
次
改
定
の
留
意
点
を
解
説

川本弘理事 加藤開副会長

協
会
は
５
月
21
日
、
な
か
の

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
で
２
０
２

６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
伴
う

第
２
回
新
点
数
説
明
会
を
開
催

し
た
。

今
次
改
定
の
要
点
を
解
説
し

た
第
１
回
に
続
き
、
今
回
は

「
保
険
請
求
を
行
う
際
の
留
意

点
」
を
テ
ー
マ
に
会
員
ほ
か
912

名
が
参
加
し
、
講
師
の
説
明
に

耳
を
傾
け
た
。

冒
頭
、
早
坂
美
都
会
長
が
挨

拶
に
立
ち
、
新
設
さ
れ
た
歯
科

技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
支
援
料

に
関
す
る
協
会
の
考
え
方
を
説

明
し
、
積
極
的
な
届
け
出
と
保

険
請
求
を
行
う
よ
う
促
し
た
。

講
師
は
、
加
藤
開
副
会
長
、

川
本
弘
理
事
が
務
め
た
。
口
機

能
と
小
機
能
、
画
像
診
断
料
お

よ
び
歯
科
技
工
士
連
携
加
算
の

算
定
要
件
変
更
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
の
咬
合
支
持
要
件
廃
止

と
適
用
拡
大
、
歯
科
技
工
所
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
支
援
料
の
新
設

（
下
表
参
照
）、
除
去
の
区
分

変
更
、
浸
麻
と
歯
科
麻
酔
薬
剤

料
な
ど
、
改
定
後
の
請
求
で
混

乱
し
な
い
よ
う
主
な
変
更
点
と

し
て
12
項
目
を
掲
げ
解
説
し
た
。

最
後
に
、
本
橋
昌
宏
副
会

長
、
濱
﨑
啓
吾
理
事
、
重
松
建

吾
社
保
・
学
術
部
員
、
三
島
桂

同
部
員
が
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
質
問
に
丁
寧
に
回
答
し
て

終
了
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
多
く
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
（
図
参

照
）。

公
費
助
成
制
度
に
係
る
資
格
確
認
方
法

オ
ン
資
不
具
合
▼
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
画
面
で
の
確
認
も
可
能
に

に
か
ざ
す
こ
と
で
、
医
療

受
給
者
証
な
し
で
、
医
療

費
助
成
の
資
格
確
認
が
行

え
る
と
い
う
も
の
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
の
医

療
機
関
の
窓
口
の
対
応
ル

ー
ル
で
は
、
不
具
合
な
ど

の
事
情
に
よ
り
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み
取
り

が
で
き
な
い
場
合
に
は

同
時
に
Ｐ
Ｍ
Ｈ
を
利
用

し
た
確
認
が
行
え
な
い
た

め
、
紙
の
医
療
受
給
者
証

の
提
示
が
必
要
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
厚
生
労

働
省
は
今
年
５
月
22
日
付

で
、
紙
の
医
療
受
給
者
証

の
提
示
だ
け
で
な
く
、
新

た
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に

お
け
る
医
療
受
給
者
証
画

面
の
表
示
で
も
公
費
の
資

格
確
認
を
行
っ
て
も
よ
い

こ
と
を
通
知
し
た
（
表

１
）。

▼
医
療
機
関
側
の
導
入
は

　
任
意

医
療
機
関
に
お
い
て
、

公
費
助
成
制
度
に
関
す
る

Ｐ
Ｍ
Ｈ
接
続
の
シ
ス
テ
ム

改
修
は
義
務
で
は
な

い
。
６
月
17
日
付
で
導
入

し
て
い
る
都
内
の
歯
科
医

療
機
関
は
2
千
731
件
（
導

入
率
26
・
６
％
）
に
留
ま

っ
て
い
る
。
導
入
率
が
低
い
背

景
に
は
、
Ｐ
Ｍ
Ｈ
へ
の
整
備
が

完
了
し
て
い
る
自
治
体
が
、
ま

だ
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
（
表
２
）。

よ
っ
て
、
Ｐ
Ｍ
Ｈ
対
応
の
シ

ス
テ
ム
改
修
を
検
討
す
る
際
に

は
、
自
身
の
自
治
体
の
状
況
な

ど
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
必
要

が
あ
る
。

な
お
、
９
月
30
日
ま
で
の
申

請
で
シ
ス
テ
ム
改
修
に
は
助
成

金
が
交
付
さ
れ
る
。
詳
細
は
下

記
参
照
。

公費助成制度公費助成制度 公費助成制度のPMHに対応している自治体公費助成制度のPMHに対応している自治体

①義務教育就学児
　医療費助成（マル子）

大田区、世田谷区、八王子市、立川市、武蔵野市、三鷹市、青梅市、府中市、調布市、町田市、
小金井市、日野市、東村山市、国分寺市、国立市、福生市、狛江市、東大和市、東久留米市、
武蔵村山市、多摩市、稲城市、羽村市、あきる野市、瑞穂町、日の出町、奥多摩町、大島町

②ひとり親家庭等医療　
　費助成制度（マル親） ①の自治体のうち、大島町を除く自治体

③心身障害者医療費
　助成制度（マル障）

①の自治体のうち、大田区、武蔵野市、調布市、小金井市、国立市、東大和市、奥多摩町、
　大島町を除く自治体

表２　主な公費助成制度と自治体でのPMHの対応状況

Ｐ
Ｍ
Ｈ
シ
ス
テ
ム
改
修
費

26
年
度
助
成
金
申
請
受
付
が
ス
タ
ー
ト

２
０
２
５
年
度
に
引
き
続

き
、
Ｐ
Ｍ
Ｈ
の
導
入
に
向
け
た

レ
セ
コ
ン
改
修
な
ど
に
関
す
る

助
成
金
の
受
け
付
け
が
始
ま
っ

た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
１
枚
で
「
マ
ル
子
」

な
ど
の
受
給
資
格
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。詳細

は
以
下
の
Ｑ
Ｒ
か
ら

確
認
す
る
か
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
も
踏
ま
え
て
各
レ
セ
コ
ン

ベ
ン
ダ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
ほ

し
い
（
Ｑ
Ｒ
①
）。

ま
た
、
東
京
都
の
「
こ
ど

も
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
た
医
療
機

関
等
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
利
活
用
推
進
事
業
」
は

今
年
度
も
実
施
予
定
だ
が
、
詳

細
は
未
定
で
あ
る（
Ｑ
Ｒ
②
）。

【
補
助
額
】

上
限
５
・
４
万
円
（
事
業
費
７

・
３
万
円
を
上
限
に
そ
の
４
分

の
３
を
補
助
）

【
申
請
期
間
】

26
年
９
月
30
日
ま
で

【
申
請
方
法
】

医
療
機
関
等
向
け
総
合
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
内
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
導
入
後
の
補
助
事

業
」
か
ら
申
し
込
み
（
Ｑ
Ｒ

③
）。

PMH（医療費助成）
先行実施自治体一覧

自治体の自治体の
対応状況対応状況

医療機関の医療機関の
PMH対応PMH対応
改修状況改修状況

基本的な資格基本的な資格
確認方法確認方法

オン資システムの不具合等によりオン資システムの不具合等により
確認不可な場合の資格確認方法確認不可な場合の資格確認方法

PMH対応済
※表２参照

済 → マイナ保険証
(PMH利用)

①マイナポータル画面(医療保険)＋医療受給者証
【新設】
②マイナポータル画面(医療保険)＋マイナポータル画面
（医療受給者証）

未実施 → 紙の
医療受給者証 （なし）

表１　医療費助成の資格確認方法の分類

政
府
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
利
用
し
て
医
療
費
助
成

の
資
格
確
認
を
行
え
る
シ
ス
テ

ム
Ｐ
Ｍ
Ｈ
（Public M

edical 
H
ub

）
の
拡
大
を
進
め
て
い

る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
医
療

機
関
が
Ｐ
Ｍ
Ｈ
へ
の
対
応
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

①①
PMH対応済みPMH対応済み
ベンダ一覧ベンダ一覧

②
都のPMH
助成制度

③③
国のPMH国のPMH
助成制度助成制度

協
会
は
５
月
27
日
、
な
か
の

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
で
第
３
回

新
点
数
説
明
会
を
開
催
し
、
会

員
ほ
か
379
名
が
参
加
し
た
。

今
次
改
定
の
中
で
も
、
特
に

「
在
宅
医
療
」
に
焦
点
を
絞
っ

た
内
容
で
構
成
し
、
解
説
を
池

川
裕
子
理
事
（
地
域
医
療
部

長
）、
症
例
解
説
を
馬
場
安
彦

副
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し

た
。
改
定
さ
れ
た
在
宅
療
養
支

援
歯
科
診
療
所
（
歯
援
診
）
の

施
設
基
準
の
要
件
、
訪
問
歯
科

衛
生
指
導
料
（
訪
衛
指
）
の
算

定
人
数
の
制
限
、
新
設
さ
れ
た

「
医
科
連
携
訪
問
加
算
」
の
施

設
基
準
な
ど
、
在
宅
医
療
に
関

す
る
主
な
変
更
点
や
算
定
上
の

留
意
点
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

症
例
を
交
え
な
が
ら
解
説
し

た
。質

疑
応
答
で
は
、「
口
腔
機

能
実
地
指
導
料
と
介
護
保
険
と

の
給
付
調
整
」
な
ど
に
つ
い
て

質
問
が
出
さ
れ
、
講
師
陣
が
丁

寧
に
回
答
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
と
て
も

分
か
り
や
す
く
、
大
変
参
考
に

な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
、
好
評
だ
っ
た
。

◆
警
視
庁
担
当
者
が
駐
車
許
可

　
証
の
申
請
方
法
を
説
明

な
お
、
説
明
会
冒
頭
に
は
、

訪
問
診
療
時
の
車
両
駐
車
に
関

し
て
、
駐
車
許
可
証
の
申
請
方

法
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
警
視
庁
の
担
当
者
に
よ
る

説
明
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
、「
今
ま
で

駐
車
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
ず
困

っ
て
い
た
の
で
、
今
回
の
説
明

を
受
け
、
こ
れ
か
ら
駐
車
方
法

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
」
と
い

っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
※
本
説
明
会
の
内
容
は
、
既

に
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
内
で
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
信
し
て
い
る
。
ぜ

ひ
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

  

第
３
回
新
点
数
説
明
会

在
宅
医
療
の
ポ
イ
ン
ト
説
明

在
宅
医
療
の
ポ
イ
ン
ト
説
明

図　「PMHの概要図」　内閣府資料を基に協会で作成
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医療機関

A自治体 B自治体 C自治体
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専用線（IP-VPN）

受診

表 歯科技工所ベースアップ支援料の算定対象と算定時期

装着日に算定 それぞれの所定点数の
算定日に併せて算定

・コア
・インレー
・3/4冠、4/5冠、ＦＭＣ、乳歯冠
・チタン冠、接着冠、ＨＪＣ
・ＣＡＤ／ＣＡＭインレー・冠
・口腔内装置
・ブリッジ
・ＰＤ、ＦＤ　　等

・支台築造
・暫間歯冠補綴装置
・３次元プリント有床義歯
・口蓋補綴
・顎補綴（ホッツ床に限る）
・広範囲顎骨支持型補綴
・保定装置のフィクスドリテーナー
・トルキングアーチ

0 30 60 90 120 150

歯管の管理対象が拡大
（義歯のみも可）

TeC が臼歯部まで適用

CAD/CAM冠・
インレーの適応拡大

初・再診料の引き上げ 149 人

127人

106人

103人

N=236
（複数回答）

図　今回の診療報酬改定で、評価できると思われる項目

（人）
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協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：７月16日（木） 午後2時～5時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は1人1時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談
相談 

 

トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

 
法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

むむ 

診療所等賃上げ支援事業および診療所等物価支援事業の交付申請兼実績
報告が始まりました。必ず、８月７日(金)までに行ってください。

賃上げ・物価上昇支援事業賃上げ・物価上昇支援事業

診療所等賃上げ支援事業 診療所等物価支援事業
支給額

（歯科診療所） １５万円 １７万円

患者から『話し方が冷たい』と言われたら
―信頼関係を築く接遇のポイント―

経営・税務相談

Ｑ＆Ａ　No.442

ＱＱ３３　　スタッフ全体で接遇の在り方を改善すスタッフ全体で接遇の在り方を改善す
るにはどうしたらよいか。るにはどうしたらよいか。

【Ａ３】接遇は個人の努力だけでなく、医院全体
で取り組むことが重要です。
　例えば、「患者への説明は、最後に必ず、理解
してもらえたか確認の一言を入れる」「受付では
必ず患者への挨拶や声掛けをする」など、基本的
な対応ルールを院内で共有することで、スタッフ
間の対応の差を減らすことができます。
　また、患者から寄せられた意見や苦情を、特定
のスタッフ個人の問題として扱うのではなく、
「医院全体で改善する課題」として共有すること
も大切です。
　協会では、患者対応や接遇に関する第１回ドク
ター・スタッフ講習会を７月15日(水)午後６時30
分より開催します。この機会に接遇の基本を見直
してみませんか？
　ぜひ、スタッフ教育にご活用ください。詳細は
５面または左QRよりご確認ください。

Jグランツ申請 書面申請

Jグランツ上での
交付申請兼実績報告

８月７日(金)まで

郵送での交付申請兼実績報告
６月11日(木) ～８月７日(金)まで

郵送先：
〒160-0022　

東京都新宿区新宿４－１－22 新宿コムロBLD702号
東京都医療機関等における賃上げ・物価上昇に対す
る支援金事務局宛

※交付申請兼実績報告書に印鑑証明書
　（個人事業主は印鑑登録証明書）に登録している印鑑

での押印、および印鑑証明書（個人事業主は印鑑登
録証明書）の原本が必要。

７月以降、交付決定兼額の確定通知を送付。順次支援金を支給。

【Ａ１】　まずは、「なぜ患者がそのように感じた
のか」をスタッフと共に考えることが大切です。
スタッフに悪気がなくても、説明の仕方や表情、
言葉の選び方によって、患者から「突き放され
た」「話を聞いてもらえなかった」と受け取られ
ることがあります。
　特に歯科医院では、患者は不安や緊張の中で来
院しています。診療中はユニット上で無防備な状
態となるため、声の掛け方や説明のタイミングに
も配慮が必要です。突然大きな声で話したり、一
方的な説明をしたりすると、患者の不安感を強め
てしまう場合があります。
　苦情の中には、医院の接遇を見直すヒントが含
まれていることもあります。「こちらに問題はな
かった」と考えるのではなく、「患者にはどう伝

ＱＱ２２　多忙の中でも印象を悪くしない伝え方は　多忙の中でも印象を悪くしない伝え方は
あるか。あるか。

【Ａ２】　忙しい状況でも、短い言葉や声掛け一
つで患者の受け取り方、感じ方は大きく変わりま
す。
　例えば、「お待たせしました」「ご不安な点はあ
りませんか」「説明が不足していたら遠慮なく聞
いてください」などの一言を添えるだけでも、患
者の安心感につながります。
　また、専門用語を避け、患者に分かりやすい言
葉で伝えることも重要です。説明を急ぎすぎる
と、「流れ作業のように扱われた」と感じられて
しまうことがあります。
　さらに、表情や視線、声のトーンなども印象に

ＱＱ１１　患者から「スタッフの話し方が冷たい」　患者から「スタッフの話し方が冷たい」
と言われた。今後、医院を運営する上でと言われた。今後、医院を運営する上で
どう受け止めるべきか。どう受け止めるべきか。

第１回ドクター・スタッフ講習会
接遇講習会お申込みはこちら

わったのか」という視点で振り返り、今後に活か
すことが重要です。

影響を及ぼします。マスク越しでも、相づちや視
線などでも「話を聞いている」という姿勢を示す
ことが、信頼関係作りにつながります。

日時・内容
　　　　10月11日（日）午後５時～８時30分
　　　　記念講演「誰の命も見捨てない医療のために」
　　　　講師：朝比奈 秋 氏（作家）
　　　　レセプション（申込者のみ）
　　　　10月12日（月・祝）  午前９時～午後３時30分
　　　　分科会・ポスターセッション

シンポジウム「『孤独な医療』から『つながる医療』へ
　　　　　　　　　　　　　　　～地域をつなぐ在宅医療」

会　場　都市センターホテル
　　　　東京都千代田区平河町２－４－１　
　　　　※オンライン配信（ライブ）は行いません。　
主　催　全国保険医団体連合会
参加費　医師・歯科医師　８，０００円
　　　　コ・メディカル、コ・デンタル　５００円
　　　　レセプション参加費　１０，０００円
予　約　お電話０３－３２０５－２９９９（担当：地域医療部）
　　　　にてお申込みください。
締　切　９月２日（水）※一次締切

詳細は
こちらから

　第 41 回医療研究フォーラムが 10 月 11 日（日）～ 12 日（月・祝）
に東京都千代田区の都市センターホテルで開催されます。参加される
先生は協会までご連絡ください。詳細は下記ＱＲからご覧ください。

テーマ「人と人とを結ぶ地域の医療」

第41回保団連医療研究フォーラム第41回保団連医療研究フォーラム

参加者募集

　東京都が独自で行う2026年度医療機関等物価高騰緊急対策支援金の
申請スケジュールが６月22日に公表されました。支援金の受給には、web
事前申込が必須となるため、７月22日（水）までに忘れずに申し込んでく
ださい。なお、申請方法などの詳細は公表され次第、協会ホームページ
やデンタルブックでお知らせします。

【申請対象とスケジュール】
・対象：都内の保険医療機関
・交付額：78,000円
・申請方法：Ｊグランツ申請または書面申請
・スケジュール：※Web事前申込は必須です
　Web事前申込受付期間　７月１日（水) ～ 7月22日（水）
　交付申請兼実績報告期間　７月23日（木）～ 8月14日（金）
　支援金の支給　９月１日（火）～順次

知っておくべき・備えておくべき災害時の歯・口の健康
～東日本大震災被災地の歯科医からの提言～

日　時　７月26日（日）午後１時～３時
講　師　河瀬 聡一朗 氏（石巻市雄勝歯科診療所 所長他）
会　場　東京歯科保険医協会会議室およびWeb開催（＊１・３）
定　員　Web開催500名、協会会議室20名
対　象　どなたでもご参加いただけます。
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　「保険でよい歯を」東京連絡会事務局

　私は、大規模災害が発生した際、歯科医師として被災地に入り
ます。しかし、「なぜ歯科医が」と疑問に思われる方も多いかも
しれません。私たち歯科医師は、「食」を支える医療従事者とし
て重要な役割を担っています。 災害時には、ストレスや水不足
などが重なり、口腔内のトラブルが増加します。その結果、食事
が十分にとれなくなり、栄養状態や体力の低下を招き、最終的に
は命の危機につながることもあります。 そこで今回は、これま
での被災地における歯科医療支援の経験を踏まえ、災害現場の実
情と、災害時における口の健康の重要性についてお話しします。
� （講師より）

参加申込

「保険でよい歯を」東京連絡会 市民講演会「保険でよい歯を」東京連絡会 市民講演会

河瀬 聡一朗 氏
後援： 新宿区

東京都医療機関等東京都医療機関等
物価高騰緊急対策支援金物価高騰緊急対策支援金

東京都の
該当ページ

支
援
金
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報
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報

東京都の
該当ページ
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４年の有効期限を直近で迎える方、
６月以降に新規で届出を行う方

日　時　第４回　７月29日（水）　午後１時～２時20分
【今後の予定】
　　　　第５回　８月26日（水）　同上　※予約開始日：  ８月１日
　　　　第６回　９月30日（水）　同上　※予約開始日：  ９月１日
　　　　第７回　10月28日（水） 同上　※予約開始日： 10月１日
講　師　濱﨑 啓吾 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　Web開催（＊３）
定　員　500名
対　象　会員本人のみ  ※代理出席は不可　
参加費　１，０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部

デンタルブック
ログイン

６月の診療報酬改定において、歯初診（初診料の注１に規定する施設基
準）の研修要件に「抗菌薬の適正使用」の内容が追加されました。６月以
降に受講する研修は、「抗菌薬の適正使用」の内容が含まれている必要があ
ります。
　現時点で前回受講日から４年の有効期限を迎えない受講歴の先生は、「抗
菌薬の適正使用」の内容が含まれていなくとも、４年以内に「抗菌薬の適
正使用」の内容が含まれた研修会を受講することで、継続して歯初診の要
件を満たせることとなります。そのため、直近の歯初診に関する研修の受
講歴をご自身でもご確認のうえ、ご参加ください。

第４回院内感染防止対策講習会第４回院内感染防止対策講習会
参加申込

久保 佳世子 氏

第第１１回ドクター・スタッフ講習会回ドクター・スタッフ講習会
接遇講習会

日　時　７月15日（水）午後６時30分～８時30分
講　師　久保 佳世子 氏　（歯科接遇コンサルタント）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場４Ｆ（＊２）
　　　　※会場のみの開催です。
定　員　80名
対　象　会員および会員の診療所に勤務するスタッフ
参加費　会員証１枚につき１人無料
　　　　同伴者１名につき１，０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　経営管理部

知らないと損をする！
職場でもプライベートでも大切にされる社会人マナー

＊＊１１　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　
交　通　ＪＲ山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊＊２２　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－９ ＴＤビル （交通は上記「＊1」と同じ）
＊＊３３　Ｗｅｂ開催・配信はＺｏｏｍウェビナーを使用します。
＊＊４４　文京シビック:東京都文京区春日１ー16ー21
　　　  交　通　東京メトロ丸ノ内線・南北線「後楽園駅」（4a・5番出口）徒歩1分
　　　　　　　  都営地下鉄三田線・大江戸線「春日駅」（文京シビックセンター連絡口）徒歩1分

新点数にも対
応

　新規個別指導は開業後、概ね１年後の医療機関が選定されています。指導対
策は、通知が届く前の早い段階で準備を始めることが最も大切です。講習会で
は、年間100件を超える相談を基に、指導で指摘されやすい事項を含め、昨年
様式が変更になった事前提出物、新点数にも対応した保険診療の基本的なルー
ルやカルテ記載、請求方法、自費と保険の考え方を丁寧に解説します。また、
今年度の指導計画などもお話しします。
　これから開業を検討中の先生や勤務医の先生、さらに、改めて保険のルール
などについて確認したいという先生にも、ぜひ、ご参加いただきたい講習会で
す。
日　時　８月２日（日）正午～午後５時30分
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場４Ｆ（＊２）
定　員　50名
対　象　会員・未入会員
参加費　会員１３，０００円、未入会員３０，０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　組織部

カルテ記載など日々の対策がカルテ記載など日々の対策が
新規個別指導の明暗を分ける新規個別指導の明暗を分ける

新規開業医講習会新規開業医講習会

参加申込

参加申込

　今次診療報酬改定により、口腔機能実地指導料（46点）が新設されまし
た（「2026年改定の要点と解説」47ページ参照）。本指導料を算定するため
には、口腔機能発達不全症および口腔機能低下症の実地指導に関する研修
を受けた歯科衛生士が配置されており、施設基準を届け出る必要がありま
す。本講習会は、当該施設基準を満たす内容で開催します。

第４・５回口腔機能実地指導料第４・５回口腔機能実地指導料
のための講習会のための講習会

第４回（キャンセル待ち） 第５回（年内ラスト開催）

日時 ８月６日（木）午後７時～９時 ９月16日（水）午後７時～９時15分

会場 文京シビック小ホール（＊４） 文京シビック大ホール（＊４）
定員 ３００名 １，０００名

対象 会員の医療機関に勤務する
歯科衛生士

会員および
会員の医療機関に勤務する歯科衛生士

参加費 ２，０００円 会員：無料
歯科衛生士:２，０００円

予　約　右のＱＲからお申し込みください。
備　考　申し込み受付後、歯科衛生士のみ会員登録のある

医療機関に郵送にて受講票（１人につき１枚）を
お送りします。

担　当　社保・学術部

歯初診・外安全１・外感染２・口管強・歯援診の歯初診・外安全１・外感染２・口管強・歯援診の
施設基準を新たに届け出る方向け施設基準を新たに届け出る方向け

　この講習会は①５種類、②３種類の施設基準に必要な研修を１日で受講
できる講習会です。
　医療法で定められている年２回の医療安全講習会にも対応しています。
★ 対象施設基準：歯初診、外安全１、外感染２、口管強、歯援診

【詳細】
日　時　８月９日（日）
①のコース　歯初診、外安全１、外感染２、口管強、歯援診…午後１時～６時30分
②のコース　歯初診、外安全１、外感染２　　　　　　　　…午後４時～６時30分

講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　坂下 英明 氏  （明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／我孫子聖仁会病院 口腔外科センター長）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
　　　　森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場４Ｆ（＊２）
定　員　100名
対　象　会員（新規に施設基準を届け出る医療機関）
参加費　①のコース　８，０００円（修了証代込）
　　　　②のコース　５，０００円（　　〃　　）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部

第１回施設基準のための講習会第１回施設基準のための講習会

参加申込

日　時　８月27日（木）　午後７時～９時
講　師　加藤 開 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
会　場　東京歯科保険医協会会議室およびWeb開催（＊１・３）
定　員　協会会議室18名・Web500名
参加費　会場参加の場合、同伴者１名につき１，０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部

社保研究会社保研究会

　協会が関東信越厚生局東京事務所に対して行った開示請求により、2026
年度の新規個別指導、高点数による集団的個別指導、個別指導のそれぞれ
の計画が明らかになりました。それによりますと、新規個別指導は264件
（前年と同数）、集団的個別指導は433件（前年度比212件減）、個別指導は
112件（前年同数）が計画されています。
　本研究会では、平均点数や選定理由、実際の指導の場で指摘されている
事項などについて解説いたします。

２０２６２０２６年度の個別指導、集団的個別指導を知る年度の個別指導、集団的個別指導を知る

参加申込

第５回はご要望にお応えし、会員本人も参加いただけます！

大好評

　スタッフの社会人としての自覚やマナーの欠如に、お困りではありま
せんか。その多くは、「知らない」「教わっていない」ことが原因です。
特に、Ｚ世代と呼ばれるスタッフの教育に悩まれている先生は少なくあ
りません。
　注意したくても、パワハラと受け取られないか―その不安は、今や業
界を問わず共通の悩みです。また、コスト意識の低さや権利ばかりを主
張する言動は、院長の立場では伝えにくいものです。
　本講演では、職場はもちろん、プライベートにも活かせる「社会人と
してのマナー」をお伝えいたします。講習会参加に消極的なスタッフの
方々にも関心を持っていただける内容です。
　ご聴講いただく皆さまにとって、本講演が明日からの一助となれば幸
いです。（講師より）
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歯
科
医
師
の
身
分
に
関

す
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
歯
科
医
師
法
草
案
を

１
９
０
４
年
10
月
に
作
成
し
、

１
９
０
６
年
３
月
、
帝
国
議
会

で
「
医
師
法
」
と
「
歯
科
医
師

法
」
が
同
時
に
可
決
・
成
立
し

ま
し
た
。

一
般
的
に
は
、
新
た
な
法
律

を
制
定
す
る
に
は
、
そ
れ
相
応

の
プ
ロ
セ
ス
を
要
し
ま
す
。
お

そ
ら
く
当
時
の
こ
の
動
き
が
な

け
れ
ば
医
師
法
の
み
が
制
定
さ

れ
、
歯
科
医
師
法
の
制
定
ま
で

に
は
、
さ
ら
に
相
当
な
時
間
を

要
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
医
師
法
と
同
時
に

歯
科
医
師
法
が
制
定
さ
れ
た
こ

と
で
、
そ
の
後
の
健
康
保
険
法

の
制
定
に
よ
る
診
療
報
酬
制
度

に
対
し
て
も
影
響
が
出
た
可
能

性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

健
康
保
険
法
（
１
９
２
２
年

制
定
）
で
は
、
歯
科
の
給
付
に

お
い
て
「
保
険
経
済
上
の
観
点

か
ら
当
分
の
間
、
歯
科
技
工
を

含
ま
な
い
」
と
の
政
府
の
方
針

が
あ
り
ま
し
た
。
補
綴
を
給
付

に
含
め
る
と
保
険
財
政
が
圧
迫

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
懸
念
し

た
た
め
で
す
。
ま
た
、
諸
外
国

の
給
付
状
況
も
参
考
に
さ
れ
ま

し
た
。
健
康
保
険
制
度
が
始
ま

っ
た
頃
に
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
16
カ
国
中
歯

科
の
給
付
が
行
わ
れ
て
い
た
の

は
そ
の
半
分
で
し
た
。
さ
ら

に
、
補
綴
を
給
付
し
て
い
た
の

は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ソ
ビ
エ
ト
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
、
わ
ず
か
な

国
々
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。

歯
科
補
綴
へ
の
健
康
保
険
給

付
に
対
し
て
、
当
時
の
日
本
聨

合
歯
科
医
師
会
は
血
脇
守
之
助

会
長
名
で
内
務
大
臣
に
対
し
て

「
歯
科
治
療
は
補
綴
を
含
め
て

は
じ
め
て
意
味
が
あ
り
、
除
外

す
る
の
は
お
か
し
い
」
趣
旨
の

意
見
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

結
果
的
に
我
が
国
の
医
療
保
険

で
は
、
制
度
開
始
時
か
ら
歯
科

補
綴
を
含
む
標
準
的
な
歯
科
治

療
の
多
く
が
保
険
給
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

最
近
で
は
、
急
速
な
人
口
の

高
齢
化
に
よ
り
、
医
療
・
介
護

の
連
携
、
要
介
護
者
に
対
す
る

在
宅
歯
科
医
療
を
提
供
し
て
い

く
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
多
く
が
義
歯
の
修
理
や
調
整

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
義

歯
の
保
険
給
付
が
な
け
れ
ば
非

常
に
困
難
な
状
況
に
な
る
こ
と

は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。
少

子
高
齢
化
に
伴
い
、
基
礎
疾
患

を
持
つ
高
齢
者
の
歯
科
治
療
が

増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
今
後

の
歯
科
医
療
政
策
で
は
、
適
切

な
歯
科
保
険
診
療
の
充
実
と
歯

科
医
師
臨
床
研
修
制
度
や
教
育

内
容
な
ど
を
含
め
た
歯
科
医
師

養
成
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

先
人
が
築
い
た
歯
科
医
師
法

と
健
康
保
険
制
度
で
、
歯
科
補

綴
を
含
め
た
歯
科
医
療
の
基
礎

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
歯

科
保
険
医
は
国
民
皆
保
険
を
継

承
し
、
さ
ら
に
発
展
を
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
号
よ
り
、
日
本
に
お
け
る

歯
科
医
学
の
発
展
や
歴
史
と
共

に
、
私
た
ち
が
所
属
す
る
「
保

険
医
協
会
」
が
ど
の
地
域
か
ら

始
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
後
、
ど

の
よ
う
な
歩
み
に
よ
り
日
本
全

国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の

か
、
少
し
ず
つ
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

【
参
考
文
献
】

▼
「
日
本
の
歯
科
医
療
制
度
の

礎
と
こ
れ
か
ら
の
展
望
」
上
條

英
之
（
東
京
歯
科
大
学
歯
科
社

会
保
障
学
教
授
）
歯
科
学
報

▼
「
戦
後
保
険
医
運
動
の
歴

史
」（
保
団
連
）
労
働
旬
報
社

歯
科
補
綴
へ
の
健
康
保
険
給
付

　

第
２
休
業
保
障
制
度

　
　

お
申
し
込
み

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

早
坂　

美
都

今
期
も
第
２
休
業
保
障
制
度
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
伴

い
、
多
く
の
先
生
方
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
先
生
方
に
加
入
日
・
振
替
日
等
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。

【
第
２
休
業
保
障
制
度
】

　
加
入
日
、
補
償
開
始
日
・
・
・
８
月
１
日
㈯

　
初
回
掛
金
振
替
日　
　
・
・
・
７
月
27
日
㈪

　
加
入
者
証
の
送
付　
　
・
・
・
10
月
上
旬
郵
送

　
税
法
上
の
扱
い　
　
　
・
・
・
掛
金
は
生
命
保
険
料
控
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う
ち
、
介
護
医
療
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
控
除
の
対
象

※
第
２
休
業
保
障
制
度
は
経
費
扱
い
に
で
き
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

※
振
替
日
は
毎
月
25
日
（
25
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ　

０
３
―
３
２
０
５
―
２
９
９
９　

共
済
部

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改

定
を
受
け
、
協
会
は
こ
の
春
に

新
点
数
説
明
会
を
３
回
に
わ
た

り
開
催
し
た
。
さ
ら
に
、
新
設

さ
れ
た
施
設
基
準
の
届
出
に
必

要
と
な
る
口
腔
機
能
実
地
指
導

料
の
た
め
の
講
習
会
を
実

施
。
６
月
ま
で
に
３
回
開
き
、

多
数
の
歯
科
衛
生
士
が
足
を
運

ん
だ
。
会
場
で
は
会
員
や
歯
科

衛
生
士
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
声
が

聞
こ
え
て
き
た
。

「
気
持
ち
は
衰
え
な
い
」
ベ
テ

ラ
ン
Dr.
の
あ
く
な
き
想
い

新
点
数
説
明
会
に
訪
れ
た
長

崎
正
継
先
生
（
79
歳
／
町
田

市
）
は
、
近
年
の
改
定
に
つ
い

て
「
加
速
度
的
に
制
度
が
変
化

し
、
高
齢
の
先
生
が
つ
い
て
い

け
て
い
な
い
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ホ
の
他
、
レ
セ
コ
ン
も
持
っ

て
い
な
い
先
生
が
い
る
。
後
継

者
も
お
ら
ず
設
備
投
資
が
で
き

な
い
と
い
う
悪
循
環
を
よ
く
耳

に
す
る
」
と
周
囲
の
状
況
を
教

え
て
く
れ
た
。
自
身
は
他
団
体

の
セ
ミ
ナ
ー
に
も
足
を
運
び
、

理
解
を
深
め
て
い
る
と
い
い
、

「
勉
強
す
る
の
が
楽
し
い
。
体

は
衰
え
て
も
、
気
持
ち
は
衰
え

て
お
ら
ず
向
学
心
と
向
上
心
を

持
ち
続
け
て
い
る
こ
と
が
健
康

の
秘
訣
で
も
あ
る
」
と
、
目
を

輝
か
せ
た
。

入
会
歴
約
３
年
の
Ｍ
先
生

は
、
全
て
の
新
点
数
説
明
会
に

参
加
し
、「
協
会
の
資
料
は
見

や
す
い
」
と
話
し
た
。「
点
数

が
上
が
っ
た
部
分
も
あ
る
一
方

で
、
診
療
報
酬
が
よ
り
煩
雑
に

な
っ
た
」
と
改
定
を
評
価
し

た
。
24
年
改
定
時
か
ら
物
価
が

か
な
り
高
騰
し
た
こ
と
も
あ

り
、「
実
状
と
の
乖
離
を
解
消

し
て
ほ
し
い
。
例
え
ば
歯
科
用

貴
金
属
は
今
で
も
持
ち
出
し
に

な
っ
て
い
る
」
と
診
療
報
酬
の

改
善
を
望
ん
だ
。

第
３
回
新
点
数
説
明
会
に
訪

れ
た
の
は
、
Ｗ
先
生
。
会
員
の

関
心
を
集
め
る
歯
科
技
工
所
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
支
援
料
を
届
け
出

た
と
い
う
が
、
制
度
の
仕
組
み

が
複
雑
で
「
当
初
は
訳
が
わ
か

ら
な
い
状
態
だ
っ
た
」
と
嘆
い

た
。

熱
心
な
歯
科
衛
生
士
ら
の
姿
も

口
腔
機
能
実
地
指
導
料
の
た

め
の
講
習
会
で
も
、
多
く
の
歯

科
衛
生
士
た
ち
が
熱
心
に
メ
モ

を
取
り
な
が
ら
聴
講
。「
明
日

か
ら
実
践
で
き
る
内
容
で
良
か

っ
た
」「
口
腔
内
の
指
導
方
法

で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ポ
イ
ン
ト
が

分
か
り
や
す
か
っ
た
」
と
好
評

な
様
子
。

中
で
も
港
区
で
勤
務
す
る
Ｈ

さ
ん
は
、「『
医
院
に
戻
っ
て
改

め
て
先
生
と
一
緒
に
勉
強
し
て

ほ
し
い
』
と
い
う
講
師
の
言
葉

が
印
象
的
だ
っ
た
。
先
生
と
共

に
院
内
で
口
腔
指
導
を
ど
の
よ

う
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
か
が

大
切
だ
と
思
っ
た
」
と
話
し
、

「
医
院
で
段
階
的
に
実
践
で
き

る
よ
う
に
準
備
し
た
い
」
と
意

欲
的
だ
っ
た
。
ま
た
、
講
習
会

の
冒
頭
で
早
坂
美
都
会
長
が
Ｐ

Ｒ
し
た
窓
口
負
担
に
関
す
る
署

名
活
動
に
、「
す
ば
ら
し
い
と

思
っ
た
」
と
話
し
、「
点
数
が

上
が
れ
ば
患
者
負
担
も
増
え
て

し
ま
う
。
税
金
を
ど
う
配
分
す

る
か
と
い
う
問
題
だ
が
、
社
会

的
弱
者
と
言
わ
れ
る
方
た
ち
も

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
社

会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

た
」
と
日
々
患
者
に
接
す
る
医

療
従
事
者
と
し
て
、
社
会
保
障

の
在
り
方
に
思
い
を
馳
せ
た
。

「
勉
強
が
楽
し
い
」

「
勉
強
が
楽
し
い
」講
習
会
会
場
で
聞
い
た

講
習
会
会
場
で
聞
い
た
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２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
つ
い
て
、
先
生
方
は

ど
う
感
じ
ま
す
か
。

今
次
改
定
に
お
い
て
、
医

療
従
事
者
の
人
件
費
の
さ
ら

な
る
処
遇
改
善
の
た
め
に
増

◆
第
4
回(

暫
定)

理
事
会
◆

６
月
11
日
㈭
、
午
後
８
時
00
分

〜
９
時
50
分
。
会
長
、
副
会
長

５
名
、
理
事
15
名
、
監
事
１

名
、
事
務
局
13
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
端
末
が
故
障
し
た

際
、
高
齢
患
者
で
、
代
替
と
な

る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
画
面
も

表
示
で
き
な
い
た
め
、「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
を
持
っ
て

き
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
と
こ

ろ
、
家
族
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
あ

っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
歯
科
医
療
機
関
に
お

け
る
石
油
製
品
の
在
庫
・
供
給

状
況
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
確
認
。「
歯
科
用
の
エ
プ
ロ

ン
が
入
手
し
に
く
い
」「
エ
タ

ノ
ー
ル
が
４
月
か
ら
値
上
が
り

し
て
い
る
」
な
ど
の
状
況
が
報

告
さ
れ
た
。

【
診
療
報
酬
改
定
対
策
】　
歯

科
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
支
援

料
（
歯
技
ベ
ア
）
に
つ
い
て
、

「
５
月
に
歯
科
技
工
を
委
託
、

６
月
に
納
品
さ
れ
た
も
の
に
歯

技
ベ
ア
は
請
求
で
き
る
か
」「
義

歯
修
理
を
院
内
技
工
で
行
っ
た

場
合
、
歯
技
ベ
ア
を
保
険
請
求

で
き
る
の
か
」
な
ど
の
質
問
や

意
見
が
出
さ
れ
た
。

【
各
部
活
動
報
告
と
提
案
事

項
】　
介
護
連
携
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
が
算
定
す
る
口
腔
連
携
強

化
加
算
が
、
ほ
と
ん
ど
算
定
さ

れ
て
い
な
い
原
因
に
つ
い
て
、

新
宿
区
に
絞
っ
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
。

新
設
さ
れ
た
歯
科
技
工
所
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
支
援
料
に
つ
い
て
、

歯
科
技
工
所
に
対
し
て
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
調

査
対
象
と
し
た
歯
科
技
工
所
190

施
設
に
送
付
す
る
こ
と
を
確

認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】
７
月
１

日
号
の
企
画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】
６
月
１
日

付
け
会
員
数
６
千
94
名
（
入
会

40
名
、
退
会
14
名
）。

２０２６年度
第４回

（暫定）理事会

本
紙
２
０
２
６
年
６
月
１
日

号
（
第
675
号
）
２
面
に
掲
載
し

た
「
２
０
２
６
年
６
月
歯
科
用

貴
金
属
の
改
定
情
報
」
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
す
る

と
と
も
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

材　料 区　分 旧点数 新点数
12%金銀

 パラジウム合金
全部金属冠 大臼歯 2,141

誤）2,487
正）2,482

14カラット
 金合金

二腕鉤
（鋳造鉤）

大臼歯 2,726
誤）3,100
正）3,110

お 詫 び と 訂 正

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）
副
会
長
で
同
歯
科

代
表
の
宇
佐
美
宏
氏
が
６
月
５

日
、急
逝
し
た
。85
歳
。葬
儀
な

ど
は
、
親
族
の
み
で
執
り
行
わ

れ
た
。
１
９
６
６
年
日
本
大
学

歯
学
部
卒
。
70
年
千
葉
県
松
戸

市
で
開
業
。
保
団
連
歯
科
協
議

会
幹
事
な
ど
を
経
て
96
年
か
ら

保
団
連
副
会
長
、
04
年
か
ら
保

団
連
歯
科
代
表
に
就
任
し
た
。

地
元
の
千
葉
県
保
険
医
協
会
で

は
、
副
会
長
を
務
め
て
い
た
。

謹
ん
で
宇
佐
美
先
生
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

宇
佐
美
宏
保
団
連

歯
科
代
表
　
急
逝

訃  

報

▼
代
替
品
で
し
の
ぐ
現
場
　

　
高
ま
る
診
療
へ
の
不
安

入
手
困
難
と
な
っ
て
い
る
上

位
３
品
目
で
あ
る
グ
ロ
ー

ブ
、
エ
プ
ロ
ン
、
滅
菌
バ
ッ
グ

の
在
庫
状
況
を
見
る
と
、
長
く

て
も
３
カ
月
分
し
か
な
く
、
多

く
は
１
カ
月
以
内
と
の
回
答
で

あ
っ
た
（
図
）。
歯
科
医
療
機

関
で
は
３
カ
月
後
の
診
療
予
約

を
取
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の

時
に
な
っ
て
も
必
要
な
資
材
が

確
保
で
き
る
保
証
が
な
い
と
い

う
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
従
来
使
用
し
て
い
た

製
品
の
入
手
が
困
難
と
な

り
、
や
む
を
得
ず
代
替
品
へ
切

り
替
え
て
い
る
と
の
回
答
も
寄

せ
ら
れ
た
。
サ
イ
ズ
や
使
用

感
、
品
質
や
性
能
が
普
段
と
は

異
な
る
資
材
を
使
用
し
な
が
ら

診
療
を
継
続
し
て
い
る
実
態
も

み
ら
れ
る
。
現
場
の
努
力
に
よ

っ
て
診
療
は
維
持
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
本
来
使
用
し
た
い
資

材
を
十
分
に
確
保
で
き
な
い
状

況
が
続
け
ば
、
医
療
提
供
体
制

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
歯
科
医
療
機
関
は
患
者
の
治

療
継
続
に
責
任
を
持
ち
な
が
ら

先
行
き
の
見
通
し
が
立
た
な
い

中
で
診
療
を
続
け
て
い
る
。

▼
資
材
は
確
保
で
き
て
も

　
価
格
は
下
が
ら
な
い

さ
ら
な
る
問
題
は
価
格
高
騰

で
あ
る
。
資
材
が
確
保
で
き
た

と
し
て
も
、
購
入
価
格
は
以
前

よ
り
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
た

め
多
く
の
医
療
機
関
が
経
営
上

の
負
担
増
を
訴
え
て
い
る
。
中

東
情
勢
や
原
材
料
価
格
の
上
昇

な
ど
を
背
景
に
、
今
後
の
大
幅

な
値
下
が
り
は
期
待
し
に
く
い

状
況
だ
。

▼
今
次
診
療
報
酬
改
定
で
は

　
物
価
高
騰
対
応
は
不
十
分

今
次
診
療
報
酬
改
定
で
は
、

物
価
高
騰
へ
の
対
応
が
行
わ
れ

た
が
十
分
と
は
言
え
な
い
。
医

療
資
材
費
を
は
じ
め
、
人
件
費

や
光
熱
費
な
ど
も
上
昇
を
続
け

る
中
、
保
険
診
療
を
担
う
歯
科

医
療
機
関
の
経
営
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。

安
全
で
質
の
高
い
歯
科
医
療

を
継
続
的
に
提
供
す
る
た
め
に

は
、
実
態
に
即
し
た
診
療
報
酬

の
期
中
改
定
や
支
援
金
の
支
給

な
ど
に
よ
る
対
応
が
必
要
で
あ

る
。

0
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（件） ４カ月～3カ月２～３カ月2カ月1～ 2カ月1カ月1カ月未満

エプロン
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図　医療機関における各資材の在庫状況
※在庫が確保できている期間

現場で役に立つ“本作り”
を目指しています。

〒108-0073 東京都港区三田 3-4-6-801
☎ 03-3798-1778 FAX03-3798-8505お求めは

2026 年 6 月
改正に対応。
保険点数の
ルールブック
A5判
2,530 円（税込）

カルテの手引き 歯科アシスタント
MY BOOK

新人スタッフ
の教育に
スタッフの
再教育に
A5判
1,650 円（税込）

歯科医療事務
症例と解説

初期カリエスか
ら有床義歯まで、
解説付き（カル
テ問題集）です。
B5判
3,080 円（税込）

点
と
な
っ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
と
、
今
次
改
定
か
ら
歯
科

技
工
士
の
処
遇
改
善
の
た
め
に

新
設
さ
れ
た
歯
科
技
工
所
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
支
援
料
に
よ
り
、
国

が
歯
科
医
療
関
係
者
に
対
す
る

賃
上
げ
の
財
源
が
明
記
さ
れ
ま

し
た
。
目
に
見
え
る
点
数
の
項

目
を
付
け
れ
ば
分
か
り
や
す
い

が
、
果
た
し
て
こ
れ
ら
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
や
歯
科
技
工

所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
支
援
料
が
い

つ
ま
で
続
く
の
か
疑
問
で
あ

る
。歯

科
診
療
報
酬
は
大
き
く

「
技
術
料
」
と
「
材
料
料
」
に

分
か
れ
る
。
我
々
歯
科
医
師
や

従
業
員
の
報
酬
や
賃
金
の
財
源

は
、
主
と
し
て
保
険
診
療
の

「
技
術
料
」
で
あ
る
が
、
今
回

の
診
療
報
酬
改
定
で
は
ほ
と
ん

ど
こ
の
「
技
術
料
」
が
上
が
っ

て
い
な
い
。

協
会
が
行
っ
た
会
員
の
実
態

調
査
を
は
じ
め
、
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
（
保
団
連
）
が

行
っ
て
い
る
調
査
で
は
、
か
な

り
厳
し
い
状
況
の
先
生
が
大
勢

い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い

る
。
日
々
の
診
療
で
得
ら
れ
る

診
療
報
酬
は
、
固
定
費
の
高
騰

だ
け
で
は
な
く
、
中
東
の
情
勢

な
ど
に
よ
る
物
価
高
、
従
業
員

の
賃
金
上
昇
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
経
費
負
担
の
増
加
に
追
い
つ

け
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
厳

し
い
状
況
の
中
、
多
く
の
歯
科

医
院
が
何
と
か
や
り
く
り
し
な

が
ら
、
医
院
経
営
を
行
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
で
は
、
歯
科
技
工

士
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
歯

科
技
工
士
の
低
賃
金
、
長
時
間

労
働
な
ど
に
よ
る
な
り
手
が
不

足
し
、
技
工
物
の
依
頼
先
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
私
と
し
て
は
、

補
綴
関
連
の
診
療
報
酬
は
、

「
大
臣
告
示
の
７
対
３
」
に
よ

り
、
技
術
料
の
７
割
が
歯
科
技

工
所
へ
、
残
り
の
３
割
が
歯
科

医
院
へ
と
分
配
さ
れ
る
こ
と
を

徹
底
し
、
今
次
改
定
の
歯
科
技

工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
支
援
料
で

対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
技
術

料
の
ア
ッ
プ
で
評
価
を
引
き
上

げ
て
、
歯
科
技
工
士
の
処
遇
改

善
対
応
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

歯
科
医
師
、
歯
科
技
工
士
、

従
業
員
の
賃
上
げ
を
は
じ

め
、
歯
科
材
料
な
ど
の
高
騰
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
や
は
り
診
療
報
酬
の
技

術
料
の
引
き
上
げ
が
一
番
理
に

か
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

2026年度診療報酬改定

加藤　開
（副会長／豊島区）

医療資材不足医療資材不足
アンケートアンケート

＜＜１１面からつづく＞面からつづく＞

資
材
確
保
と
診
療
報
酬
引
き
上
げ
を

こ
の
ま
ま
で
は
診
療
に
影
響
大

こ
の
ま
ま
で
は
診
療
に
影
響
大

協
会
活
動
日
誌
２
０
２
６
年
６
月

  2 火 第 3 回広報・HP部会
  3 水 第 2 回経営管理部会
  4 木 休保審査会（医科）、国会要請行

動、国会内集会
  5 金 第 3 回総務会議
  8 月 第 3 回地域医療部会
  9 火 第 2 回共済部会
11 木 第 4 回（暫定）理事会
13 土 休保審査会（全国）

14 日 第54回定期総会
16 火 第 3 回社保・学術部会
17 水 休保審査会（医科）
18 木 会員無料相談デー
24 水 第 3 回院内感染防止対策講習

会、第 3 回口腔機能実地指導料
のための講習会

27 土 休保審査会（全国）
30 火 第 2 回医事相談部会

（７） 第６７６号 ２０２６年（令和８年）７月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）
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（
１
面
か
ら
続
く
）
定
期
総

会
終
了
後
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
今
次
診
療
報
酬
の
〝
？
〞

を
〝
！
〞
に
変
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
―
疑
問
が
納
得
に
変
わ
る

―
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
今

次
改
定
に
伴
い
現
場
で
生
じ
て

い
る
疑
問
点
を
解
決
し
、
日
常

診
療
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
、
各
分
野
の
担
当
役

員
が
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
解

説
し
た
。
司
会
は
坪
田
有
史
副

会
長
が
務
め
、
①
補
綴
治
療
と

歯
科
技
工
士
連
携
、
②
医
科
歯

科
連
携
、
③
口
腔
機
能
管
理
と

訪
問
診
療
―
の
３
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
４
名
が

説
明
し
た
。

「
診
療
に
生
か
し
た
い
」の
声

ま
ず
「
補
綴
治
療
と
歯
科
技

工
士
連
携
」
で
は
本
橋
昌
宏
副

会
長
が
担
当
。
チ
タ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
や
暫
間
歯
冠
補
綴
装
置
、
歯

科
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
支
援

料
、
ク
ラ
ウ
ン
な
ど
の
除
去
料

に
つ
い
て
、
実
際
の
症
例
を
も

と
に
算
定
や
運
用
上
の
留
意
点

を
説
明
し
た
。
特
に
、
今
次
改

定
で
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
暫

間
歯
冠
補
綴
装
置
と
歯
科
技
工

所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
支
援
料
に
つ

い
て
は
、
参
加
者
か
ら
多
く
の

質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
算
定
要
件

や
歯
科
技
工
所
と
の
連
携
の
在

り
方
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

次
に
「
医
科
歯
科
連
携
」
は

加
藤
開
副
会
長
、
濱
﨑
啓
吾
理

事
が
担
当
し
、
歯
周
病
継
続
支

援
治
療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）、
診
療
情

報
等
連
携
共
有
料
、
歯
科
治
療

時
医
療
管
理
料
、
総
合
医
療
管

理
加
算
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
全
身

管
理
を
踏
ま
え
た
歯
科
医
療
の

重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
背
景
に
、
医
科
と
の
情
報
共

有
や
連
携
体
制
の
必
要
性
を
強

調
。
会
場
か
ら
は
、
診
療
情
報

等
連
携
共
有
料
を
ど
の
よ
う
に

日
常
診
療
へ
取
り
入
れ
る
か
な

ど
を
巡
る
質
問
が
相
次
ぎ
、
具

体
的
な
運
用
方
法
に
高
い
関
心

が
集
ま
っ
た
。

最
後
の
「
口
腔
機
能
管
理
と

訪
問
診
療
」
は
、
池
川
裕
子
・

松
島
良
次
の
両
理
事
が
担
当
し

た
。
口
腔
機
能
低
下
症
や
口
腔

機
能
発
達
不
全
症
の
基
本
的
な

考
え
方
、
管
理
料
の
算
定
方

法
、
新
設
さ
れ
た
口
腔
機
能
実

地
指
導
料
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
ま
た
、
在
宅
や
施
設
で
の

訪
問
診
療
の
重
要
性
に
も
触

れ
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
中
で
歯

科
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
解

説
し
た
。
参
加
会
員
か
ら
は
、

口
腔
機
能
管
理
料
１
・
２
の
違

い
や
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
の
関
係
を
含

め
た
口
腔
機
能
実
地
指
導
料
の

算
定
方
法
な
ど
、
実
務
に
直
結

す
る
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ

た
。な

お
、
参
加
者
か
ら
は
「
制

度
の
趣
旨
が
理
解
で
き
た
」

「
日
常
診
療
に
生
か
し
た

い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、

今
次
改
定
内
容
の
理
解
を
深
め

る
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。

協
会
は
６
月
４
日
、
中
東
情

勢
に
伴
う
医
療
資
材
不
足
を
受

け
、
国
会
議
員
へ
の
緊
急
要
請

行
動
を
実
施
し
、
早
坂
美
都
会

長
が
議
員
会
館
を
訪
れ
た
。
要

請
に
あ
た
り
、
協
会
で
は
会
員

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
衆

参
合
わ
せ
15
名
以
上
の
国
会
議

員
に
診
療
現
場
で
困
っ
て
い
る

実
態
を
訴
え
、
改
善
を
求
め

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答

者
の
過
半
数
が
グ
ロ
ー
ブ
、
エ

プ
ロ
ン
お
よ
び
滅
菌
バ
ッ
グ
の

不
足
を
訴
え
て
お
り
、
エ
プ
ロ

ン
を
必
要
最
小
限
の
使
用
に
留

め
る
、
診
療
を
延
期
す
る
な
ど

の
深
刻
な
実
態
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。
早
坂
会
長
は
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
紹
介
し
な
が
ら

「
こ
の
ま
ま
で
は
歯
科
診
療
が

成
り
立
た
な
い
」
と
訴
え
、
医

療
資
材
不
足
の
早
期
解
消
を
強

く
求
め
た
。
議
員
か
ら
は
医
療

機
関
で
の
在
庫
の
困
窮
具
合
に

つ
い
て
質
問
が
相
次
ぐ
な

ど
、
率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

ま
た
、
可
決
さ
れ
た
「
健
康

保
険
法
等
の
一
部
改
正
案
」
に

関
し
、
一
部
保
険
外
療
養
の
対

象
が
診
断
や
検
査
、
処
置
な
ど

の
「
診
療
行
為
」
へ
拡
大
可
能

な
表
記
に
な
っ
て
い
る
点
を
指

摘
。
自
己
負
担
額
が
加
速
度
的

に
増
え
れ
ば
「
受
診
抑
制
に
よ

る
疾
病
の
重
症
化
や
、
医
療
費

の
増
加
を
招
く
恐
れ
が
あ

る
」
と
し
て
実
施
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
べ
き
だ
と
訴
え
、
集
ま

っ
た
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
自
己

負
担
引
き
上
げ
中
止
を
求
め
る

請
願
署
名
」
を
山
添
拓
参
議
院

議
員
に
託
し
た
。
そ
の
後
、
訪

問
診
療
で
問
題
に
な
っ
て
い
る

駐
禁
対
策
な
ど
に
尽
力
し
て
い

小西洋之議員（右）小西洋之議員（右）山添拓議員（右）山添拓議員（右）

改定テーマに改定テーマに
シンポジウムシンポジウム

疑問解消へ活発な議論疑問解消へ活発な議論

懇親会懇親会
会員ら交流深める会員ら交流深める
協会活動への期待も協会活動への期待も

定
期
総
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、会
員
や
関
連
団
体
の
ほ
か
、

国
会
議
員
、
都
議
会
議
員
な
ど

82
名
が
参
加
し
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
交
流
を
深
め
た
。

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
早
坂

美
都
会
長
は
、
ナ
フ
サ
不
足
に

よ
る
グ
ロ
ー
ブ
や
エ
プ
ロ
ン
な

ど
の
供
給
不
安
に
つ
い
て
、
国

会
議
員
に
現
場
の
実
情
を
訴
え

改
善
を
要
望
し
た
際
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、「
物
価
高
騰
や
人
手
不
足

な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
く

中
、
今
後
も
会
員
と
と
も
に
必

要
な
政
策
提
言
や
運
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
決
意
を

語
っ
た
。

続
い
て
、
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
の
天
谷
静
雄
副
会
長
が

祝
辞
を
述
べ
、
２
０
２
６
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い

て
、「
今
回
の
改
定
率
で
は
、

物
価
高
騰
な
ど
で
疲
弊
し
て
い

る
医
療
機
関
へ
の
対
応
と
し
て

全
く
不
十
分
で
あ
る
」
と
指

摘
。
さ
ら
に
、「
国
会
で
は
、

高
額
療
養
費
制
度
の
負
担
限
度

額
引
き
上
げ
や
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
の
保
険
給
付
の
見
直
し
を
盛

り
込
ん
だ
が
、
十
分
な
審
議
が

な
さ
れ
な
い
ま
ま
法
案
は
成
立

し
た
。
い
ず
れ
も
患
者
の
受
診

抑
制
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
断

じ
て
容
認
で
き
な
い
。
今
こ
そ

患
者
・
国
民
の
声
を
政
治
に
届

け
る
運
動
が
重
要
に
な
っ
て
い

る
」
と
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
東
京
保
険
医
協
会
の

岡
本
正
史
会
長
は
、「
私
た
ち

医
療
従
事
者
は
、
国
の
方
針
に

従
う
だ
け
で
は
な
く
、
現
場
の

実
情
や
患
者
の
声
を
踏
ま

え
、
言
う
べ
き
こ
と
は
し
っ
か

り
と
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
東
京
保
険
医
協
会

は
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
と
力

を
合
わ
せ
、
診
療
報
酬
引
き
上

げ
を
は
じ
め
と
す
る
諸
課
題
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
国
や
自
治

体
へ
要
望
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
都
内
の
保
険
医
協
会
同

士
の
連
帯
に
思
い
を
馳
せ
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
関
係
団
体
の
代

表
者
や
国
会
議
員
、
都
議
会
議

員
か
ら
も
祝
辞
が
寄
せ
ら

れ
、
歯
科
医
療
を
取
り
巻
く
厳

し
い
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
の
認
識
も
共
有
し
た
。

会
場
で
は
、
参
加
者
が
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
、
日
常
の

診
療
や
協
会
活
動
、
診
療
報
酬

改
定
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

活
発
に
意
見
交
換
を
行
う
姿
が

見
ら
れ
た
。
会
員
同
士
や
来
賓

と
の
交
流
も
深
ま
り
、終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、懇
親
会
は
盛

会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

◆
会
員
か
ら
は
期
待
の
声

な
お
、
懇
親
会
で
は
定
期
総

な
お
、
懇
親
会
で
は
定
期
総

た
だ
い
た
小
西
洋
之
参
議
院
議

員
へ
謝
意
を
伝
え
た
。

【
要
請
し
た
国
会
議
員
】

＊
＝
秘
書
対
応

<

衆
議
院>

安
藤
た
か
お
議
員
（
自
民
）

井
上
信
治
議
員
（
自
民
）

若
宮
健
嗣
議
員
（
自
民
）
＊

河
西
宏
一
議
員
（
中
道
）
＊

高
沢
一
基
議
員
（
国
民
）
＊

田
村
智
子
議
員
（
共
産
）
＊

高
山
聡
史
議
員
（
み
ら
い
）
＊

<

参
議
院>

小
西
洋
之
議
員
（
立
憲
）

山
添
拓
議
員
（
共
産
）

田
村
ま
み
議
員
（
国
民
）
＊

塩
村
あ
や
か
議
員（
立
憲
）＊

吉
良
よ
し
子
議
員
（
共
産
）＊

牛
田
茉
友
議
員
（
国
民
）
＊

川
村
雄
大
議
員
（
公
明
）
＊

塩
入
清
香
議
員
（
参
政
）
＊

パブリックコメント提出のご協力とお願い

「歯科は後回し」 とならないよう
高額療養費制度の自己負担増に反対意見を

７月5日まで、高額療養費の負担上限額引き上げに伴うパブリックコメ
ント（意見公募）が実施されています。今回の制度見直しは、一見、医科を受診
する患者の負担増加だけのように思えますが、ドミノ倒しのように「歯科受
診控え」が引き起こされ、国民の口腔の健康に悪影響を及ぼしかねない重大
な問題です。負担増は患者の受診意識を低下させ、義歯の装着や歯冠修復・欠
損補綴など、必要な治療のための受診控えを招きます。
　昨今、医科点数表に「歯科医療機関連携強化加算」が新設されたように、歯
周病などの口腔疾患が糖尿病をはじめとした全身疾患に影響を与えること
は周知の事実です。引き上げによって、歯科の受診控えが起きれば、結果的に
医療費全体を増大させる悪循環を生じるリスクもはらんでいます。
　「歯科は後回しでもいい」という誤った認識を広めないためにも、現場を預
かる医療従事者が声を届ける必要があります。医療制度を守るため、切実な
声をパブコメとしてご提出ください。
●パブリックコメント提出の概要
 　案  件 名: 健康保険法施行令等の一部を改正する政令案に

関するご意見の募集について
　締　　切:７月５日（日）必着
　提出方法: ①WEB（右記QR）
　　　　　　②郵送： 〒100-8916 東京都千代田区霞が関１－２－２
　　　　　　　　　   厚生労働省保険局保険課企画法令第一係 宛て

投稿募集
　「東京歯科保険医新聞」では、本紙８月号に掲載する「会員投稿」
を募集しています。テーマは「今回の改定で感じたこと」です。テー
マ以外のフリー投稿も受け付けます。ぜひ、原稿をお寄せください。

【募集要綱】
（１）テーマ　「今回の改定で感じたこと」
（２）文字数　800 字程度（要相談）※メール、または郵送でお送りください。

メール▶info@tokyo-sk.com
郵送先▶〒169-0075 東京都新宿区高田馬場1-29-8-6F
東京歯科保険医協会広報部宛

（３）写真他　１～３点まで掲載可 ※お借りしたお写真は、返却いたします。
（４）締　切　７月15日（水）必着
（５）お　礼　掲載させていただいた場合には規定により薄謝をお送りします。
※紙面の都合上掲載ができない場合もございますので、
　あらかじめご了承願います。　　　　　　　担当：広報・ホームページ部

第 5 4 回 定 期 総 会 ― 多 く の 会 員 が 来 場第 5 4 回 定 期 総 会 ― 多 く の 会 員 が 来 場

会
で
質
問
に
立
っ
た
会
員
か

会
で
質
問
に
立
っ
た
会
員
か

ら
、「
初
め
て
定
期
総
会
に
参

ら
、「
初
め
て
定
期
総
会
に
参

加
し
た
が
、
協
会
が
会
員
の
た

加
し
た
が
、
協
会
が
会
員
の
た

め
に
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
こ

め
に
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
こ

と
が
よ
く
分
か
っ
た
。
協
会
活

と
が
よ
く
分
か
っ
た
。
協
会
活

動
へ
の
関
心
が
一
層
高
ま
っ

動
へ
の
関
心
が
一
層
高
ま
っ

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、「
物
価
高
騰
や
人
手
不

ま
た
、「
物
価
高
騰
や
人
手
不

足
な
ど
、開
業
医
を
取
り
巻
く
課

足
な
ど
、開
業
医
を
取
り
巻
く
課

題
に
つ
い
て
協
会
が
積
極
的
に

題
に
つ
い
て
協
会
が
積
極
的
に

発
言
し
て
い
る
こ
と
に
心
強
く

発
言
し
て
い
る
こ
と
に
心
強
く

感
じ
た
」「
他
の
会
員
と
直
接
意

感
じ
た
」「
他
の
会
員
と
直
接
意

見
交
換
が
で
き
、有
意
義
な
機
会

見
交
換
が
で
き
、有
意
義
な
機
会

だ
っ
た
」と
い
っ
た
感
想
も
寄
せ

だ
っ
た
」と
い
っ
た
感
想
も
寄
せ

ら
れ
、協
会
活
動
へ
の
期
待
の

ら
れ
、協
会
活
動
へ
の
期
待
の

高
ま
り
が
う
か
が
え
た
。

高
ま
り
が
う
か
が
え
た
。

資
材
不
足
解
消
・
患
者
負
担
増
の
中
止
求
め
る

資
材
不
足
解
消
・
患
者
負
担
増
の
中
止
求
め
る

 

早
坂
会
長

早
坂
会
長 

国
会
議
員
へ
緊
急
要
請

国
会
議
員
へ
緊
急
要
請
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